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●緊急経済対策／中心市街地活性化
●新商品等開発支援事業／里山センター ほか
●ふるさと納税／就農者支援事業 ほか
●がん検診／ゆずります ほか
●水道週間／はたログ ほか
●地域の風～支所からのたより～
●きらめき青春／お～い！昔 ほか
●コメを食べよう／小中一貫教育 ほか
●まちの話題TOPICS
●お知らせ・ガイド／熱中夢中

　東日本大震災で被災した人たちを心配して来日した、イタリア・
コモ市のハープ奏者ファビウス コンステーブルさん。5月12日㈭
には子どもたちを元気づけようと地震で大きな被害のあった奴奈川
小学校を訪問。ハープの優しく柔らかい音色が子どもたちの心を元
気づけました。（関連記事23ページ）

　東日本大震災で被災した人たちを心配して来日した、イタリア・
コモ市のハープ奏者ファビウス コンステーブルさん。5月12日㈭
には子どもたちを元気づけようと地震で大きな被害のあった奴奈川
小学校を訪問。ハープの優しく柔らかい音色が子どもたちの心を元
気づけました。（関連記事23ページ）

東日本大震災で被災した人たちを心配して来日した、イタリア・東日本大震災で被災した人たちを心配して来日した、イタリア・東日本大震災で被災した人たちを心配して来日した、イタリア・東日本大震災で被災した人たちを心配して来日した、イタリア・

被災地に柔らかな音色響く被災地に柔らかな音色響く被災地に柔らかな音色響く
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長
野
県
北
部
地
震
・
東
日
本
大
震
災
対
応
緊
急
経
済
対
策
（
第
１
次
）

中小事業者への助成のお知らせ
中小企業信用保証料の補給事業

■概要

　　新潟県信用保証協会へ支払う信用保

証料の75％を補助します。（新規創業

支援資金及び500万円以下の県セーフ

ティネット資金は100％）

■該当融資

　　市の制度融資（一部を除く）、県セー

フティネット資金（経営支援枠）第１、

３、４、６、８項

■補給割合

　75％（通常は50％）

■補給割合上乗せ延長期間

　平成24年３月31日まで

頑張る企業応援事業

■概要

　　新分野進出や事業拡大のために新たな生産機械設備

を取得する経費の一部を助成します。（既存設備など

の更新は対象外）

■対象者

　　３月11日以前から、市内で事業を行っていた、製

造業・情報サービス業・宿泊業に該当する中小事業者

■要件

　　12月31日までに500万円以上の生産機械設備を取

得すること。（取得額が1,000万円以上の場合、１人

以上の新規雇用を伴うこと）

■補助金額

　[新分野進出枠] 

　補助限度額1,000万円（補助率２分の１）

　[事業拡大枠] 

　補助限度額500万円（補助率３分の１）

●問合せ：産業振興課　☎757-3139

緊
急
経
済
対
策
額　

１
億
５
、９
１
０
万
円
（
補
正
予
算
額
１
億
４
、０
５
０
万
円
）

　
十
日
町
市
で
は
、
長
野
県
北
部
地
震
及
び
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
緊
急
経
済

対
策
（
第
１
次
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
緊
急
経
済
対
策
は
、
長
野
県
北
部
地
震
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
低

迷
す
る
市
内
経
済
活
動
の
回
復
、
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
た
農
林
水
産
業
施

設
の
復
旧
、
及
び
経
済
対
策
に
お
け
る
効
果
の
一
部
を
義
援
金
と
し
た
震
災
復
興

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
も
経
済
界
の
動
向
や
消
雪
後
の
被
災
状
況
な
ど
を
引
き
続
き
注
視

し
、
状
況
に
よ
り
更
な
る
経
済
対
策
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

○
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
や
経
済
へ
の

不
安
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぐ
宿
泊

業
へ
の
支
援

○
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
の
自
粛
で
消
費
が

低
迷
す
る
地
元
飲
食
店
・
商
店
の
消

費
喚
起

①
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
誘
客
促
進
事
業
　

（
義
援
金
付
き
）

・
短
期
的
な
支
援
策
と
し
て
宿
泊
割
引

券
を
発
行
し
、
市
と
関
わ
り
の
深
い

在
京
出
身
会
や
交
流
都
市
な
ど
に
利

用
を
働
き
か
け
て
、
宿
泊
施
設
な
ど

の
集
客
向
上
と
雇
用
の
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

○
被
災
地
に
あ
る
工
場
の
被
害
に
よ
る

部
品
供
給
制
約
な
ど
で
事
業
活
動
に

影
響
が
生
じ
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て

い
る
企
業
へ
の
支
援

○
技
術
力
を
連
携
し
被
災
し
た
皆
さ
ん

を
応
援
す
る
企
業
や
、
新
た
に
設
備

投
資
を
す
る
企
業
へ
の
支
援

①
中
小
企
業
信
用
保
証
料
の
補
給
事
業

・
売
り
上
げ
が
落
ち
込
み
、
事
業
継
続

○
長
野
県
北
部
地
震
な
ど
で
失
業
し
た

被
災
者
へ
の
支
援

①
震
災
復
興
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時

特
例
基
金
事
業

・
長
野
県
北
部
地
震
な
ど
で
失
業
し
た

人
を
雇
用
し
ま
す
。

■
問
合
せ

：

産
業
振
興
課

　
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９

○
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
し
た
農

地
・
農
業
用
施
設
、
農
林
水
産
業
施

設
の
復
旧
に
向
け
た
農
業
者
な
ど
へ

の
支
援

①
震
災
復
興
農
業
者
支
援
事
業

・
地
震
な
ど
で
被
災
し
た
農
林
水
産
業

施
設
を
復
旧
す
る
た
め
の
融
資
を
受

け
た
農
業
者
な
ど
に
対
し
、
利
子
補

給
並
び
に
保
証
料
補
助
を
行
い
、
農

業
経
営
の
早
期
再
建
と
安
定
化
を
支

援
し
ま
す
。

②
震
災
復
興
農
業
者
小
規
模
災
害
復
旧

支
援
事
業

・
地
震
な
ど
で
被
災
し
た
農
地
・
農
業

用
施
設
で
、
国
庫
補
助
対
象
に
該
当

し
な
い
小
規
模
な
災
害
復
旧
経
費
に

○
公
共
事
業
の
早
期
発
注
や
前
金
払
の

特
例
な
ど
建
設
業
へ
の
支
援

①
公
共
事
業
の
早
期
発
注

・
地
震
な
ど
に
よ
り
公
共
事
業
へ
の
国

庫
補
助
な
ど
の
遅
延
や
公
共
事
業
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
早
期
発

注
を
行
い
建
設
業
な
ど
の
雇
用
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。

②
市
発
注
建
設
工
事
の
前
金
払
の
特
例

・
前
金
払
の
割
合
を
10
％
引
き
上
げ
、

対
象
金
額
を
１
３
０
万
円
超
に
引
き

下
げ
ま
す
。
適
用
期
間
は
平
成
23
年

度
以
内
で
す
。

■
問
合
せ

：

財
政
課

　
☎
７
５
７

｜

３
１
１
４

観
光
業
・
飲
食
店
、
商
店

支
援
（
３
、７
５
５
万
円
）

企
業
支
援
（
３
、９
８
８
万
円
）

②
プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
絵
は
が
き
誘
客
促

進
事
業
（
義
援
金
付
き
）

・
プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
絵
は
が
き
を
リ

ピ
ー
タ
ー
客
な
ど
に
送
付
し
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
は
が
き
を
持
参

し
た
宿
泊
者
に
対
し
て
特
産
品
な
ど

を
贈
呈
す
る
こ
と
で
、
宿
泊
施
設
の

利
用
促
進
と
雇
用
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。

③
よ
う
こ
そ
先
生
！

　
越
後
田
舎
体
験
研
修
ツ
ア
ー
事
業

・
越
後
田
舎
体
験
事
業
で
交
流
の
あ
る

首
都
圏
な
ど
の
学
校
の
「
教
職
員
研

修
ツ
ア
ー
」
を
誘
致
し
、
宿
泊
施
設

の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
こ
の
研
修
ツ
ア
ー
で
十
日
町
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
次
年
度
以
降
の
越
後

田
舎
体
験
事
業
の
学
校
受
け
入
れ
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

④
松
之
山
温
泉
使
用
料
減
免

・
震
災
の
影
響
で
宿
泊
客
が
激
減
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
松
之
山
温
泉
の
使

用
料
を
減
免
し
、
経
営
と
雇
用
の
安

定
化
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
地
元
飲
食
店
な
ど
の
消
費
喚
起
Ｐ
Ｒ

・
関
係
団
体
と
連
携
し
て
地
元
で
の
消

費
喚
起
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
飲
食
店
・

商
店
へ
の
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
問
合
せ

①
②
③
④

：

観
光
交
流
課
☎
７
５
７

｜

３
１
０
０
、
⑤

：

産
業
観
光
企
画
課
☎

７
５
７

｜

３
６
９
１

の
た
め
に
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い

る
企
業
が
、
市
の
制
度
融
資
を
利
用

し
た
と
き
の
信
用
保
証
料
補
給
割
合

の
上
乗
せ
を
継
続
実
施
し
、
企
業
経

営
及
び
雇
用
者
の
生
活
安
定
を
支
援

し
ま
す
。（
詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ
）

②
マ
ル
経
融
資
の
利
子
補
給
支
援
事
業

・
売
り
上
げ
が
落
ち
込
み
、
事
業
継
続

の
た
め
に
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い

る
企
業
に
対
し
、
商
工
会
議
所
・
商

工
会
が
取
り
扱
う
小
規
模
事
業
所
用

の
「
マ
ル
経
融
資
」
の
利
子
補
給
を

行
い
、
企
業
経
営
及
び
雇
用
者
の
生

活
安
定
を
支
援
し
ま
す
。

③
技
術
力
連
携
震
災
復
興
支
援
事
業

・
市
内
企
業
グ
ル
ー
プ
が
技
術
力
を
連

携
し
て
被
災
地
復
興
を
応
援
す
る
取

り
組
み
に
対
し
助
成
を
行
い
、
被
災

地
復
興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
先

進
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
市
内
産
業

界
の
Ｐ
Ｒ
及
び
受
注
獲
得
の
機
会
創

出
を
支
援
し
ま
す
。

④
頑
張
る
企
業
応
援
事
業

・
震
災
不
況
を
打
破
す
る
た
め
新
た
な

設
備
投
資
や
そ
れ
に
伴
う
新
規
雇
用

を
行
う
市
内
事
業
者
に
対
し
助
成
を

行
い
、
市
内
の
産
業
振
興
を
支
援
し

ま
す
。（
詳
し
く
は
３
ペ
ー
ジ
）

■
問
合
せ

①
③
④

：

産
業
振
興
課
☎
７
５
７

｜

３

１
３
９
、
②

：

十
日
町
商
工
会
議
所
☎

対
し
補
助
を
行
い
、
農
業
経
営
の
早

期
再
建
と
安
定
化
を
支
援
し
ま
す
。

③
震
災
復
興
き
の
こ
生
産
経
営
再
建
支

援
事
業

・
地
震
で
被
災
し
た
き
の
こ
生
産
施
設

で
国
庫
補
助
対
象
に
該
当
し
な
い
生

産
資
材
（
発
生
ビ
ン
な
ど
）
の
復
旧

経
費
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
生
産

者
の
経
営
再
建
を
支
援
し
ま
す
。

■
問
合
せ

①

：

農
林
課
農
業
企
画
係
☎
７
５
７

｜

３
１
２
０
、
②
③

：
農
林
課
林
政
農
災

係
☎
７
５
７

｜
９
９
１
７

失
業
者
支
援
（
４
、３
１
７
万
円
）

農
業
者
支
援
（
３
、８
５
０
万
円
）

建
設
業
支
援
（
当
初
予
算
内
）

７
５
７

｜

５
１
０
０
、
ま
た
は
川
西
商

工
会
、
中
里
商
工
会
、
松
代
商
工
会
、

松
之
山
商
工
会
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― みんなのよりどころである「まち」の再生を目指して ―

十日町市中心市街地活性化基本計画の策定に取り組んでいます
　市では平成22年度に、今後のまちづくりの指標である総合計画の後期基本計画を策定しました。計画

では、まちづくり重点方針「活力ある元気なまちづくり」の中で、怒とうの人の流れの創出と地域に活力

を生む経済政策の強化を掲げ、交流人口の増加による中心市街地の再生、商店街のにぎわい創出に取り組

むことにしました。

　その施策の一つとして、現在「十日町市中心市街地活性化基本計画」の策定に取り組んでいます。その

取り組みをお知らせします。　

　
中
心
市
街
地
は
、都
市
の
顔
と
し
て
、

地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
商

業
や
行
政
機
能
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が

集
積
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
高
度

経
済
成
長
期
に
は
、
全
国
の
ど
こ
の
中

心
市
街
地
も
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
十
日
町
市
の
中
心
市
街
地
も
地
場
産

業
の
発
展
に
よ
り
同
様
に
に
ぎ
わ
い
が

あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
生
活
様
式
の
多
様
化
、
自

動
車
社
会
の
進
展
、
都
市
構
造
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
地
方
の
ほ
と
ん
ど
の
中

心
市
街
地
は
活
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、平
成
11
年
に
旧
川
西
町
、

平
成
13
年
に
旧
十
日
町
市
で
、
そ
れ
ぞ

れ
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ
ト
事
業

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
合
併
に
よ
り
新
し
い
十
日

町
市
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
平
成
16
年

に
発
生
し
た
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
新
市
の
均
衡
発
展
と
い
う
観
点
が
重

要
視
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

新
市
全
体
の
中
心
市
街
地
の
位
置
付
け

や
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会
か

ら
離
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
合
併
し
て
６
年
が
経
過
し

た
今
、
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
、市
の
顔
で
あ
り
、

玄
関
と
し
て
、
こ
こ
に
住
む
私
た
ち
の

み
な
ら
ず
来
訪
者
に
も
魅
力
的
な
中
心

市
街
地
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
新
し
い
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
役
割
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
し
ま
し
�
う

市
や
中
心
市
街
地
を

 
 
 
 
取
り
巻
く
環
境

将
来
の
に
ぎ
わ
い
を
夢
み
て

い
っ
し
�
に
取
り
組
み
ま
し
�
う

さ
ま
ざ
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

中
心
市
街
地
に

　
わ
が
国
の
総
人
口
は
２
０
０
６
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。ま
た
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
（
高
齢
化

率
）
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
人
口
も
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。
総
務
省
統
計
局
発
表
の

平
成
22
年
国
勢
調
査
（
速
報
値
）
で
は

５
８
、
９
２
６
人
と
な
っ
て
い
て
、
平

成
17
年
調
査
時
の
６
２
、
０
３
４
人
か

ら
３
、
１
３
４
人
減
少
し
、
減
少
率
は

５
・
01
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
高
齢

化
率
は
29
・
７
％
で
、
全
国
平
均
の

20
・
１
％
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
13
年
に
策
定
さ
れ
た
旧

十
日
町
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
郊
外
大
型
店

へ
の
人
の
流
れ
を
中
心
市
街
地
に
戻
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
併
せ
て

平
成
16
年
に
発
生
し
た
中
越
大
震
災
の

影
響
も
あ
り
、
空
き
地
や
空
き
店
舗
の

増
加
が
更
に
進
む
な
か
、
有
効
な
活
性

化
策
を
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

空
間
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
十
日

町
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ
て
も
魅

力
あ
ふ
れ
る
場
所
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
を
再
生
す
る
こ

と
が
、
そ
の
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
全

市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
な
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
が
循
環
し
て
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
、
持
続
可
能
な
活
力
あ

る
元
気
な
十
日
町
市
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
市
民
み
ん
な
で
将
来
像
を
共
有

し
、
そ
の
将
来
像
の
実
現
を
確
実
な
も

の
と
す
る
た
め
に
、
５
年
程
度
で
実
行

可
能
な
取
り
組
み
を
明
確
化
す
る
も
の

で
す
。

　
計
画
を
国
に
申
請
し
「
認
定
」
を
受

け
る
と
、
国
な
ど
の
有
利
な
支
援
策
を

受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
認
定
申
請
は
市
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
計
画
づ
く
り
は
市
だ
け

で
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
の
に
ぎ
わ
い

を
思
い
描
き
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
取

り
組
ん
で
い
く
も
の
で
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
「
市
街

地
の
整
備
」「
交
通
ア
ク
セ
ス
」「
街
な

か
居
住
」「
公
益
施
設
」「
商
業
・
業
務
」

の
５
つ
の
取
り
組
み
の
視
点
を
も
っ
て

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
取
り
組

み
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
計
画
づ
く
り
で
は
、
中

心
市
街
地
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

何
を
し
た
い
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、

そ
し
て
、
誰
が
事
業
の
実
施
主
体
と
な

る
の
か
な
ど
を
考
え
、
話
し
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
皆
さ
ん
が
こ
れ

ら
の
こ
と
を
話
し
合
う
機
会
と
し
て
、

４
月
下
旬
か
ら
事
業
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
検
討
結

果
や
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

策
定
に
関
す
る
情
報
を
市
報
な
ど
を
通

じ
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
全
国
に
は
、
そ
の
土
地
の
文
化
や
歴

史
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、

観
光
や
市
民
の
交
流
で
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
し
て
い
る
地
域
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。

　
み
ん
な
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
活

気
の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向

か
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

地域固有の価値の創出

歴史・文化・人材などの発

掘と活用による魅力づくり

地域経済循環の構築

地場産業や地域活動などと

の連携

市民・民間の参画

行政との連携のもと、地域

が主体となったまちづくり

公益施設 街なか
居住

市街地の
整備

商業・業務 交通
アクセス中心市街地

活性化
５つの要素

中心市街地活性化の視点

■
問
合
せ

　

産
業
観
光
企
画
課
産
業
観
光
企
画
係

　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
１

毎月10日に開催されている「とおか市」
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新
商
品
の
開
発
に
向
け
た
新
し
い
技

術
や
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
募
集
し
ま

す
。
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
企
画

や
ア
イ
デ
ア
も
広
く
支
援
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
新
商

品
づ
く
り
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
製
作
部
門

試
作
品
の
製
作

・
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
（
補
助

対
象
経
費
50
万
円
以
上
、
補
助
率

２
分
の
１
）

②
企
画
部
門

　
既
存
商
品
な
ど
の
付
加
価
値
を
高

め
る
た
め
の
企
画
（
デ
ザ
イ
ン
、
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
方
法
な
ど
）

・
補
助
限
度
額
20
万
円
（
補
助
対
象

経
費
20
万
円
以
上
、
補
助
率
２
分

の
１
）

③
ア
イ
デ
ア
部
門

　
個
人
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

起
業
を
視
野
に
入
れ
た
商
品
開
発
に

向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化
す
る
た

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
新
商
品
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

新
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

「
十
日
町
市
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
」

募
集
の
お
知
ら
せ

め
の
取
り
組
み

・
補
助
限
度
額
10
万
円
（
補
助
対
象

経
費
５
万
円
以
上
、
補
助
率
２
分

の
１
）

④
起
業
準
備
部
門

　
③
の
取
り
組
み
で
事
業
採
択
さ
れ

た
人
に
よ
る
起
業
準
備（
設
備
投
資
）

※
事
業
採
択
の
翌
年
度
に
限
る

・
補
助
限
度
額
20
万
円
（
補
助
率
２

分
の
１
）

　
　
　
　

　
な
お
、
①
〜
③
に
つ
い
て
は
、
7
月

に
審
査
会
（
申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
開
催
し
て
採
択
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
み
期
限

　
６
月
30
日
㈭
ま
で

■
申
込
み
・
問
合
せ

　
産
業
振
興
課
雇
用
開
発
係
　
　
　
　

　
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９

　市では、市内事業所の新たな取引先の開拓

や受注量の増加を図るため、関東圏で活躍し

ている地元出身の社長や役員の情報を募集し

ます。この情報をもとに、紹介していただい

た社長と情報交換し、協力関係を結べそうな

市内事業所に社長を紹介したいと考えていま

す。これにより、新しい「縁」をつなぎ、市

の産業振興のきっかけとします。皆さんから

の貴重な情報をお待ちしています。

【提供してほしい情報】

・地元出身の関東圏で活躍している会社社長

や役員の氏名、会社名、連絡先

・紹介者の氏名及び、紹介者と社長との関係

※ただし、情報提供いただく際は、社長や役

員の了解をお願いします

■連絡先

　産業振興課雇用開発係

　☎757-3139　FAX752-4635

地元出身の県外社長を
紹介してください！

有機農産物の認定に要する
費用の一部を補助します

　環境負荷低減レベルの最も高い有機JAS農産物

生産者に、有機農産物認定の際に必要な経費の一

部を補助します。

◆事業名：十日町市先導的環境保全型農業推進事

業補助金

◆対象者：有機JAS生産行程管理（予定）者（個

人、団体）

◆対象経費：有機JAS認定に要する認定手数料、

継続調査手数料

◆補助率：２分の１以内

◆申込み期限：11月30日㈬

◆申込み・問合せ

　農林課農業企画係　☎757-3120

※JAS法に基づく有機農産物：種まき前２年（多

年生作物は収穫前３年）以上、禁止された農薬

や化学肥料を使わず、たい肥などで土作りをし

た農地で生産した作物で、登録認証機関から認

定を受けたもの

　
里
山
セ
ン
タ
ー
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
や
N
P
O
松
之
山
い
き
い
き
隊
と
協

力
し
て
い
く
つ
か
の
支
援
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
出
か
け
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
は
「
買
い
物
の
代
行
サ
ー

ビ
ス
」
や
「
薬
の
代
理
受
け
取
り
」、

一
人
で
病
院
な
ど
に
行
け
な
い
人
に
は

● 

高
齢
化
集
落
な
ど
へ
の
支
援

　
布
川
地
区
を
中
心
に
住
民
の
皆
さ
ん

と
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
尾
集
落
で

は
�
鏡
�
池
�
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
落

の
未
来
を
考
え
る
「
鏡
�
池
わ
く
わ
く

広
場
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」を
企
画
。
ま
た
、

毎
年
５
月
３
日
に
は
埼
玉
県
加
須
市
に

初
物
の
山
菜
な
ど
を
販
売
す
る
松
之
山

物
産
店
を
出
店
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は

加
須
市
の
地
域
団
体
が
布
川
地
区
を
訪

れ
、
山
菜
採
り
を
楽
し
む
な
ど
相
互
の

交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

● 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
・

　 

活
性
化
支
援

　
十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー
は
、
４
人
の
支
援
員
が
市
内
５
地
域
を
分
担
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
松
之
山
地
域
を
担
当
す
る
支
援
員
の
活
動
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー

︱
活
動
を
紹
介
し
ま
す
︱ 

⑤

㈶
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構

〒942-1592
十日町市松代支所内

☎595-6670
FAX595-6671

「
高
齢
者
の
付
き
添
い
サ
ー
ビ
ス
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
匠
の
技
や
伝

統
行
事
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み

も
進
め
て
い
ま
す
。
笑
顔
で
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

● 

農
村
の
活
性
化
支
援

　
㈲
湯ユ

ー
マ
イ
ハ
ー
ト

米
心
と
協
力
し
て
、
首
都
圏
に

向
け
て
松
之
山
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
お
客
様
の
反
応
も

上
々
で
、
地
元
特
産
品
の
販
売
を
通
じ

て
松
之
山
の
フ
ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
視

点
で
農
村
を
活
性
化
す
る
た
め
の
試
み

も
始
め
て
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
活

動
で
き
る
女
性
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
応

援
し
ま
す
。

● 

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
新
た

　 

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

　�
あ
り
が
と
う
��
お
か
げ
さ
ん
で
�

�
笑
顔
�
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
里
山
と
都

市
を
つ
な
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
団

体
「
と
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」
や
世
田

谷
区
と
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
交
流
を
始
め
た
新
座
地
区
な

ど
、
都
市
と
の
交
流
を
深
め
て
、
温
か

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
団
体
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
内
外
を
問
わ
ず
、
一
人
で
も

多
く
の
人
た
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
は
、
必
ず
地
域
の
元
気
に
、
地
域
の

未
来
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
行
政
に
頼

る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
地
域

で
力
を
合
わ
せ
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。言
葉
だ
け
の
地
域
振
興
で
は
な
く
、

「
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
く
」
そ
ん
な

地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

女性グループによる「とっぽっき料理教室」

美人林コンサート（緑の百年物語）

埼玉県加須市での松之山物産店風景
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とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）の
活用事業をお知らせします

とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）の
活用事業をお知らせします

■
日
時

：

６
月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
30
分
〜
５
時
（
こ
の
時
間

内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
何
分

で
も
結
構
で
す
）

■
会
場

：

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
場

■
作
業
内
容

：

約
４
０
、
０
０
０

株
の
ポ
ッ
ト
苗
植
え

■
持
ち
物

：

移
植
ご
て
（
手

シ
ャ
ベ
ル
）・
軍
手

■
服
装

：

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・

長
靴

■
そ
の
他

：

雨
天
で
も
決
行
し
ま

す
の
で
雨
具
の
用
意
を
し
て
く

だ
さ
い

■
問
合
せ

：

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
７
５
６

｜

５
０
１
３

市
民
の
手
で
芝
生
ひ
ろ
ば

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

〜
ポ
ッ
ト
苗
方
式
芝
植
え
に

　
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
①
】  

雪
ま
つ
り
や

雪
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催（
１
、

０
２
０
万
円
）

・
第
62
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
補
助
金
の

一
部
に
20
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

・
十
日
町
商
工
会
議
所
が
実
施
し
た

「
雪
も
の
が
た
り
１
２
０
事
業
」
に

対
す
る
補
助
金
の
一
部
に
１
、
０
０

０
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
③
】  

子
ど
も
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
（
１
０
０
万
円
）

・
高
齢
者
の
明
る
く
元
気
で
健
康
な
生

活
を
応
援
す
る
「
た
っ
し
ゃ
で
１
０

０
事
業
」
の
経
費
の
一
部
に
50
万
円

を
活
用
し
ま
し
た
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
整
備
す
る
生
活
介
護

施
設
に
対
す
る
補
助
金
の
一
部
に
50

万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
④
】  

子
育
て
し
や

す
い
教
育
環
境
の
整
備
（
30
万
円
）

・
乳
幼
児
健
診
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

保
育
士
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、
絵
本
を
無
料
配
布
す
る

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
経
費

の
一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑤
】  

道
路
や
住
宅

の
雪
対
策
（
27
万
５
、
１
０
０
円
）

・
平
成
22
年
度
の
記
録
的
な
豪
雪
に
対

し
て
、
市
道
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い

生
活
道
路
の
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、「
認
定
外
道
路
除
雪
助

成
事
業
」
の
経
費
の
一
部
に
活
用
し

ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑥
】  

自
然
環
境
の

保
全
（
10
万
円
）

・
生
ご
み
処
理
機
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
購
入
補
助
な
ど
を
行
う
「
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
推
進
事
業
」
の
経
費
の

一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑦
】  

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
（
５
万
円
）

・
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

経
費
の
一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑧
】  

ス
ポ
ー
ツ
健

康
都
市
づ
く
り
（
６
万
円
）

・
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
組
織

と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
す

る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
事
業
」
の
経
費
の
一
部
に
活
用

し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑨
】  

芸
術
文
化
活

動
の
振
興
（
30
万
円
）

・
第
16
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
経

費
の
一
部
に
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑩
】  

市
長
に
お
任

せ
（
５
０
３
万
６
千
円
）

・
児
童
の
医
療
費
の
一
部
を
保
護
者
に

助
成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
疾
病
の
早
期
発
見
や

早
期
治
療
を
促
進
す
る
た
め
、
保
険

診
療
分
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
窓
口

負
担
分
を
超
え
た
額
を
助
成
す
る

「
児
童
医
療
費
助
成
事
業
」
の
経
費

の
一
部
に
１
２
０
万
円
を
活
用
し
ま

し
た
。

・
森
林
の
荒
廃
化
を
防
ぐ
た
め
、
住
民

の
共
同
作
業
に
よ
り
集
落
共
有
林
の

倒
木
処
理
や
関
連
作
業
道
の
整
備
な

ど
を
行
っ
た
場
合
に
助
成
を
行
う「
集

落
共
有
林
整
備
支
援
事
業
」
の
経
費

に
43
万
６
千
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

・
集
落
な
ど
、
地
域
住
民
で
組
織
す
る

団
体
が
行
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
個
性
豊
か
な
集
落
づ
く
り
の
た
め

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
活
性
化
支
援
事
業
」
の
経
費
に
３

４
０
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
①
】  

雪
ま
つ
り
や

雪
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
20

万
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
と
お
か
ま
ち

雪
ま
つ
り
補
助
金
の
一
部
に
活
用
し

ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
③
】  

子
ど
も
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
（
50
万
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
た
っ
し
ゃ

で
１
０
０
事
業
」
の
経
費
の
一
部
に

活
用
し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
④
】  

子
育
て
し
や

す
い
教
育
環
境
の
整
備
（
30
万
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
の
経
費
の
一
部
に
活

用
し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑥
】  

自
然
環
境
の

保
全
（
10
万
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
推
進
事
業
」
の
経
費
の
一

部
に
活
用
し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑦
】  

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
（
４
万
円
）

・
家
庭
で
の
太
陽
光
発
電
の
普
及
を
図

る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
人
に
補
助
金
を
交

付
す
る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
事
業
」
の
経
費
の
一

部
に
活
用
し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑧
】  

ス
ポ
ー
ツ
健

康
都
市
づ
く
り
（
１
万
４
千
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
」
の

経
費
の
一
部
に
活
用
し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑨
】  

芸
術
文
化
活

動
の
振
興
（
８
千
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
石
彫
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
経
費
の
一
部
に
活
用

し
ま
す
。

【
寄
附
金
メ
ニ
ュ
ー
⑩
】  

市
長
に
お
任

せ
（
５
０
０
万
円
）

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
（
昨
年
度
は
児
童
医
療

費
助
成
事
業
）
の
経
費
の
一
部
に
１

２
０
万
円
を
活
用
し
ま
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
集
落
共
有
林

整
備
支
援
事
業
の
経
費
の
一
部
に
50

万
円
を
活
用
し
ま
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地
域
活
性
化

支
援
事
業
の
経
費
に
、
３
３
０
万
円

を
活
用
し
ま
す
。

　平成22年度に市内外からお寄せいただいたふるさとを思う温かい寄附金は、

118件、917万8,005円となりました。大変ありがとうございました。

　平成22年度の活用実績と平成23年度の活用予定事業を報告します。

●問合せ：企画政策課　☎757-3193

寄附金の明細

寄附金の活用メニュー
Ｈ21年度

末残高（円）
Ｈ22年度

寄附件数（件）
Ｈ22年度

寄附金額（円）

Ｈ22年度
活用額

（実績）（円）

Ｈ23年度
活用予定額

（当初予算）（円）

①雪まつりや雪を楽しむイベントの開催 8,363,000 41 4,061,000 10,200,000 200,000

②大地の芸術祭の開催や作品管理 486,400 34 1,675,000 0 0

③子ども・高齢者・障がい者にやさしいまちづくり 1,685,500 7 940,000 1,000,000 500,000

④子育てしやすい教育環境の整備 370,000 5 380,000 300,000 300,000

⑤道路や住宅の雪対策 245,100 2 30,000 275,100 0

⑥自然環境の保全 130,000 5 179,005 100,000 100,000

⑦自然エネルギーの活用 90,000 0 0 50,000 40,000

⑧スポーツ健康都市づくり 64,500 1 10,000 60,000 14,000

⑨芸術文化活動の振興 308,000 1 100,000 300,000 8,000

⑩市長にお任せ 14,137,422 22 1,803,000 5,036,000 5,000,000

合　　計 25,879,922 118 9,178,005 17,321,100 6,162,000

平
成
22
年
度
の
活
用
実
績

平
成
23
年
度
の
活
用
予
定
事
業
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新
規
就
農
者
へ
3
年
間
家
賃
を
補
助

し
ま
す
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
の
就

農
と
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
認
定
就
農
者
（
就
農
計
画
を
県
知
事

に
認
定
さ
れ
た
者
）
で
、
将
来
農
業
経

営
の
担
い
手
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性

の
あ
る
者

【
助
成
額
】

　
家
賃
の
３
分
の
１
を
補
助
（
月
額
上

限
1
万
5
千
円
）

　
国
ま
た
は
県
の
補
助
事
業
で
、
新
規

就
農
者
が
農
業
機
械
・
施
設
整
備
を
し

た
場
合
、
市
が
30
％
の
上
乗
せ
補
助
を

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
資
本
装
備
に

は
6
割
〜
8
割
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

地　域 対　象　集　落（行政区）

十日町

猿倉　津池　菅沼　大池　十日町赤倉　市之沢　嘉勝

轟木　焼野　魚之田川　新水　宇田ケ沢　中条菅沼　

山新田　東枯木又　西枯木又　蕨平　三ッ山　上田原

池谷　笹之沢　落之水　池之平　孕石　長里　椌木

田麦　二ツ屋　船坂　塩ノ又　樽沢　中手　中平

名ケ山　仙之山　平　漉野　慶地　二子　願入　塩野

天池　細尾　池ノ尻　漆島　池沢　野中　鍬柄沢

当間　大石　南雲　中在家　水沢市ノ沢　珠川 

川　西

元町　新町新田　下平新田　三領　小根岸　木落

寺ケ崎　塩辛　原田　根深　下原　中仙田　室島　小脇

高倉　田戸　赤谷　岩瀬　大倉　大白倉　小白倉

中　里

芋沢　田沢本村　東田沢　如来寺　豊里　通り山

高道山　朴木沢　宮沢　市之越　鷹羽　白羽毛　程島

東田尻　角間　葎沢　土倉　倉下　芋川新田　小出

西方　西田尻　芋川　倉俣　重地　清田山　中里下山

田代　新屋敷　本屋敷　堀之内　宮中

松　代 全行政区

松之山 全行政区

集落ぐるみの支え合い

集落安心づくり事業
実施団体を募集します

集
落
安
心
づ
く
り
事
業
と
は

　
こ
の
事
業
は
、同
じ
集
落
（
行
政
区
）

に
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の

世
帯
に
、
冬
場
の
私
有
地
内
の
避
難
路

確
保
や
日
常
の
見
守
り
な
ど
の
支
援
活

動
を
行
う
場
合
、
市
が
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。22
年
度
は
、

45
集
落
、49
団
体
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

対
象
集
落

　
中
山
間
地
域
の
集
落
（
下
表
の
行
政

区
）
及
び
高
齢
化
率
が
40
％
以
上
の
集

落
が
対
象
で
す
。

補
助
を
受
け
る
に
は

　
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け
る
た
め
に

は
、お
お
む
ね
一
つ
の
集
落
（
行
政
区
）

で
、
次
の
よ
う
な
組
織
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
集
落
全
体
で
設
置
す
る
場
合

　
お
お
む
ね
8
割
以
上
の
世
帯
が
加
入

②
集
落
の
1
区
域
で
設
置
す
る
場
合

　
20
戸
以
上
の
世
帯
が
加
入

支
援
活
動
の
内
容
は

　
集
落
で
組
織
（
団
体
）
を
設
置
し
、

次
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
要
援
護
世
帯
な
ど
へ
の
支
援
活
動

・
冬
場
の
私
有
地
内
の
避
難
路
確
保
や

安
否
確
認
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
支
援

・
日
常
の
見
守
り
な
ど
に
よ
る
安
全
と

安
心
確
保
の
た
め
の
支
援

・
事
故
や
災
害
な
ど
非
常
時
の
救
援

②
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の
維
持
管
理

※
要
援
護
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
、

母
子
世
帯
、
身
障
者
世
帯
な
ど
の
こ
と

補
助
金
の
上
限
額

申
請
方
法

※高齢化率40%以上の集落（行政区）へは、後日市政事務嘱
託員宛てに、個別に案内をします

　
集
落
内
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
を
集
落
ぐ
る

み
で
支
え
合
う
「
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
」。
要
援
護
者
世

帯
な
ど
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
、
集
落
と
市
の
協
働
に
よ

る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

申込み・問合せ

福祉課高齢福祉係（☎757-9758）
及び各支所市民課福祉・介護係

事業内容や取り組み方法など不明なこ
とは、気軽に問い合わせてください。

1
組
織
（
団
体
）
年
間
10
万
円

　
次
の
も
の
を
、
提
出
期
限
ま
で
に
市

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
集
落
安
心
づ
く
り
の
会
規
約

③
予
算
書

④
役
員
・
会
員
名
簿

■
提
出
期
限
　

　
９
月
30
日
㈮

　「
農
業
に
興
味
が
あ
る
」「
農
業
を

や
っ
て
み
た
い
が
ど
う
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
い
」
そ
の
よ
う
な
人
は
ぜ
ひ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
窓
口
〉 

十
日
町
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
農
林
課
内
☎
７
５
７

｜

３
１
２

０
）

　
農
業
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
農
業
実

習
を
行
っ
た
場
合
、
実
習
費
用
の
一
部

を
受
入
農
家
へ
助
成
し
ま
す
。

【
実
習
基
準
・
助
成
額
な
ど
】

・
実
習
期
間

：

１
か
月
〜
３
か
月
（
１

か
月
お
お
む
ね
20
日
以
上
、
１
日
お

お
む
ね
８
時
間
）

・
実
習
内
容

：

受
入
農
家
の
指
示
に
よ

る
農
作
業
（
稲
作
・
畑
作
・
酪
農
な

ど
の
軽
作
業
）

　
農
家
戸
数
や
農
業
労
働
力
の
減
少
、
農
村
の
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
十
日
町
市
で
も
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
就
農
希
望
者
相
談
窓
口
の
設
置
や
農
業
実
習
な
ど
、
新
し
い
担
い

手
発
掘
の
た
め
の
事
業
を
新
規
に
開
始
し
ま
す
。
　

・
助
成
額

：

月
額
2
万
円
（
実
習
生
1

人
当
た
り
）
※
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
実

習
は
月
額
5
万
円 

◎
就
農
希
望
者
相
談
窓
口
の

　
設
置
（
新
規
）

◎
新
規
就
農
者
家
賃
補
助
事
業

　（
新
規
）

◎
資
本
装
備
支
援
事
業

◎
利
用
権
設
定
促
進
事
業

　（
県
単
）

◎
農
業
実
習
受
入
支
援
事
業
　

　（
新
規
）

新
規
就
農
者
支
援
事
業
を
拡
充
し
ま
し
た

農
業
実
習
生
募
集

農
業
実
習
生
受
入

農
家
募
集

　
将
来
、
十
日
町
市
で
農
業
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

　
農
業
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
農
家
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
十
日
町

市
担
い
手
育
成

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
７
５
７

｜

３
１
２
０

　
県
農
林
水
産
業
総
合
振
興
事
業
（
県

単
）
で
認
定
就
農
者
が
利
用
権
設
定
す

る
場
合
、
２
分
の
１
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。（
助
成
対
象
期
間
3
〜
5
年
、

上
限
面
積

：

田
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
）

■
問
合
せ

　
農
林
課
農
業
企
画
係

　
☎
７
５
７

｜

３
１
２
０
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みんなで知ろう！
たばこの規制に関する
世界保健機関枠組条約

【
十
日
町
地
区
】　
関
口
美
枝
（
副
委

員
長
）・
宮
沢
隆
芳
・
小
宮
山
隆
・

真
霜
亨

【
新
座
地
区
】　
越
井
範
行
（
副
委
員

長
）・
小
川
岐
一

【
大
井
田
地
区
】　
庭
野
俊
夫
・
新
田

伊
久
雄

【
中
条
地
区
】　
徳
永
武
作
・
金
子
哲

也
・
大
津
学

【
飛
渡
地
区
】　
池
田
博

【
十
日
町
西
地
区
】　
藤
巻
厚
子
・
高

橋
憲
一
・
村
山
貴
樹

【
川
治
地
区
】　
村
山
貞
夫
（
副
委
員

長
）・
渡
辺
孝
一
・
斎
木
修

【
六
箇
地
区
】　
福
崎
一
之

【
吉
田
地
区
】　
太
田
松
雄
（
委
員

長
）・
児
玉
光
雄
・
春
日
靖
子

【
下
条
地
区
】　
上
村
芳
博
・
水
落
文

一
・
田
村
良
行

【
水
沢
地
区
】　
瀧
澤
光
郎
・
佐
藤
幸

雄
・
金
澤
孝
至

【
川
西
地
区
】　
南
雲
隆
・
星
名
久
徳
・

渡
貫
裕
子

【
中
里
地
区
】　
上
原
茂
・
齋
喜
正
司
・

藤
田
恭
子

【
松
代
地
区
】　
室
岡
徹
・
柳
ふ
じ
え
・

佐
藤
キ
ヨ
ノ

【
松
之
山
地
区
】　
関
谷
敏
明
・
渡
辺

新
一
・
小
野
塚
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◆
問
合
せ

：

生
涯
学
習
課

　
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８

十
日
町
市
青
少
年
育
成
委
員
を
紹
介
し
ま
す

ゆずります・ゆずってください
　４月10日号の市報で募集した「ゆずります・ゆずってください」に３点の品物が集まりました。

品物がほしい人は下記の連絡先まで電話で申し込んでください。複数の人から希望のあった品物は、

申込み締切り後に抽選で決定します。当選・落選については、６月25日㈯までに連絡します。

※産業振興課（本庁舎２階）、各支所、各公民館、市ホームページで品物の写真を見ることができ

　ます。

■申込み期間：６月10日㈮までの午前９時～午後４時　※土・日曜日、祝日を除く

■申込み・問合せ：市消費者協会　ゆずりますゆずってください事務局

　　　　　　　　　（産業振興課商工振興係内　☎757-3139）

　
市
で
は
、
40
人
の
青
少
年
育
成
委
員
（「
少
年
補
導
委
員
」
を
改
称
）
を
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
青
少
年
育
成
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
市
内
の
街
頭
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

を
中
心
に
、
声
か
け
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
や
保
育
園
・
学
校
訪
問
な

ど
、青
少
年
を
健
や
か
に
育
む
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、

役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
委
嘱
を
受
け
た
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

番号 品物区分 詳　　　　　細 希望金額

１ 介護用ベッド
上半身起伏電動式（足起伏連動）折りたたみ可、
マットレス・キャスター付き

無　料

２ ベビーカー
Ｃｏｍｂｉ　ジョイフラットＡＥＧ
ＡＢ型、両面使用

5,000円

３ エアロバイク
コンビエアロバイクＥＺ１０１
新品同様

20,000円

子宮頸
けい

がん・乳がん検診無料クーポン券の
配布準備を進めています

　23年度の市が実施する「子宮頸がん検診」「乳が

ん検診」です。

※人間ドックや職場検診、医療機関での個別受診に

　は使えません

　クーポン券の対象者で、これから受診を申し込む

人には、８月～12月に専用の検診日を設けます。

※詳しくは、７月のクーポン券郵送時にお知らせし

　ます

問合せ
健康支援課成人保健係

☎757-9764
または各支所市民課

健康・子育て係

【乳がん検診】
年　齢 対象生年月日

40歳 昭和45年４月２日〜昭和46年４月１日

45歳 昭和40年４月２日〜昭和41年４月１日

50歳 昭和35年４月２日〜昭和36年４月１日

55歳 昭和30年４月２日〜昭和31年４月１日

60歳 昭和25年４月２日〜昭和26年４月１日

●クーポン対象者
　平成23年４月20日現在で市内に住所を有する次

の表の人

年　齢 対象生年月日

20歳 平成２年４月２日〜平成３年４月１日

25歳 昭和60年４月２日〜昭和61年４月１日

30歳 昭和55年４月２日〜昭和56年４月１日

35歳 昭和50年４月２日〜昭和51年４月１日

40歳 昭和45年４月２日〜昭和46年４月１日

【子宮頸がん検診】

●クーポンの対象となる検診

　検診日までにクーポン券が届いている場合は、検

診当日に持参してください。無料で受診できます。

●既に市の検診を申し込んである人には

●これから受診を希望する人には

　市では、「がん検診推進事業」を実施します。７月中旬には、次の対象者に「子宮頸がん検診」または「乳

がん検診」の無料クーポン券と検診手帳を郵送します。

“ゆずります”品物一覧

　「たばこの規制に関する世界保健機関枠組条約」は、

たばこの消費などが健康に及ぼす悪影響から現在と将

来の世代を保護することを目的として、たばこに関す

る広告、包装上の表示などの規制及びたばこの規制に

関する国際協力について定めています。

　市の健康増進計画「健康とおかまち21」において、

禁煙を推進するとともに、受動喫煙の防止に努めてい

ます。

　市民一人ひとりが、たばこによる健康被害について

正しく認識し、快適な生活空間づくりを心がけましょう。

◎世界保健機関枠組条約の詳細に関しては、外務省

のホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/

gaiko/treaty/treaty159_17.html）をご覧ください

■問合せ：健康支援課成人保健係　☎757-9764

【５月31日は世界禁煙デー】
５月31日㈫～６月６日㈪は禁煙週間

　県や市では、自分の歯で食べ健康な生活

を送る高齢者のよい歯のコンクールを行い

ます。次のすべての条件に該当する人は申

込みができます。申込者には６月15日㈬

十日町保健センター（市役所隣）で歯科健

診を行い、県に推薦する人を選出します。

●条件：①平成23年４月１日現在で満

70歳以上②親知らずを除く歯の本数が、

80歳以上の人は20本以上、70 ～ 79歳

の人は24本以上③治療していない虫歯

が５本以下④ぐらぐらする歯がないなど

歯周病が重症でない

●申込み・問合せ

　６月10日㈮までに

　健康支援課母子保健係　

　☎757-9759

『いきいき人生
よい歯のコンクール』

参加者募集
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ー
タ
ー
に
異
常
が
な
い
か
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
赤
い
水

　
水
道
管
に
つ
い
た
「
鉄
さ
び
」
が
主

な
原
因
。
し
ば
ら
く
水
を
出
し
て
い
る

と
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
す
。

◆
白
い
水

　
水
の
中
に
空
気
が
混
じ
り
、
小
さ
な

泡
が
で
き
た
た
め
に
白
く
見
え
ま
す
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
透
明
に
な
り

ま
す
。

◆
青
い
水

　
新
し
い
給
水
管
か
ら
溶
け
出
し
た
微

量
の
銅
イ
オ
ン
が
、
石
け
ん
と
反
応
し

て
「
銅
石
け
ん
」
と
な
り
、
タ
イ
ル
な

ど
に
付
い
て
青
く
染
ま
り
ま
す
。
浴
槽

な
ど
に
石
け
ん
や
湯
あ
か
が
残
ら
な
い

よ
う
、
手
入
れ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

代 表 者：代表取締役　村山　芳夫
所 在 地：十日町市高田町６
連 絡 先：☎757-5105
従業員数：60人（埼玉・千葉営業所、新潟関連会社を含む）
事業内容：建築・土木資材、燃料、LPガス、日用品、農業・

園芸資材の販売
採用計画：毎年４月に新採用
理念/方針：地域密着型・顧客満

足度の向上

代 表 者：代表取締役　富井　雄治
所 在 地：十日町市市之越卯1144
連 絡 先：☎763-3009
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.komatsuya.jp/
従業員数：30人
事業内容：イベントの企画・施工・運営管理、ディスプレイ

の企画・制作
採用計画：未定
理念/方針：魅力的な空間創造と、
　　　　　良いサービス・製品
　　　　　の提供を生涯追求し
　　　　　社会発展に貢献する

昭和45年の創業当時は、主にやぐら組みや地鎮祭の手伝いをしていまし

た。その後、高速自動車道の開通により、式典が連日開催された時期に併せ

て仕事量が増加し、資機材の所有数が拡大していきました。現在は、県内外

のイベントや展示会の企画や設計・施工・運営管理などを行っています。毎

月30 ～ 40のイベント設営を請負い、ビッグスワンで開催されるサッカーの

国際大会の会場設営なども手がけています。また資機材の規模としてはパイ

プ椅子3,000脚、テーブル600台、テント200張りなど保有し、県内随一の

イベント設営専門会社となっています。これまで社員一人ひとりが「職人魂」

を持ちながら、イベント業のプロとして専念し、お客様が困ったことや急な

要望にも断ることなく対応してきました。また安全第一を心がけ、悪天候で

あれば夜中でも現場に駆けつけ、事故の未然防止に努めています。これから

も地域に根ざした事業展開と、次世代を担う若者の育成を図りながら、ヒト

が集まり活気にあふれ、潤いに満ちた交流の場を創造していきます。

創業は昭和32年。市内・県内外に営業所を構え、建築・土木資材を建設

関連業界に販売しています。また、本町６にガソリンスタンド、高山バイパ

ス沿いにLPガスタンクや灯油地上タンクなどを有し、地域の燃料供給に貢

献しています。また、「リフォームムラヤマ」では、生活日用品や、園芸・

農業用品などを販売しています。多くの顧客データを的確に管理するため、

平成２年から２年間、日本IBM㈱の特約店に社員を派遣し、管理ソフトプロ

グラマーを育成。その他液化石油ガス、危険物、建築士、電気工事士などの

資格も取得し、「人（社員）づくり」を積極的に進めています。また、お客様

とのコミュニケーションを大切にし、園芸祭、創業祭を開催するなど市民に楽

しんでもらえる取り組みにも力を入れています。東日本大震災では災害救援隊

の派遣要請を受け、気仙沼市に社員を派遣し、仮設住宅の建設工事作業を行い

ました。今後もライフラインの確保を使命とし、社員教育による組織力の向上

を図りながら、地域に頼られ愛される居心地のよい店づくりに努めます。

〜生活日用品、LPガス、灯油をはじめ建築土木資材、農業用品など幅広く取
り扱っています。豊富な品揃えとコミュニケーションを大切に、お客様から
信頼され、顔の見える店づくりを心がけています〜

〜各種式典や展示会、イベントの企画・設計・施工・運営管理などを手がけて
います。県内随一のイベント専門会社として、小回りの良さを生かし、地域
密着型をモットーに、みんなが笑顔で集える空間を提供していきます〜

株式会社 村山商会

小松屋装飾 株式会社

株式会社　村山商会 小松屋装飾　株式会社

　
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月
に
１

回
で
す
。
宅
内
の
給
水
管
の
漏
水
や
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
の
故
障

は
、
使
用
者
（
所
有
者
）
の
管
理
責
任

と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
確
認
し
に
く
い
床
下
や
地
中

の
漏
水
は
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
多

く
、
相
当
の
額
の
水
道
料
金
が
請
求
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
メ

区　　分 給水人口（人） 割合（％）

上水道 33,227 55.4 

簡易水道 25,373 42.3 

小規模水道 245 0.4 

組合営水道 211 0.3 

自家用水のみ 968 1.6 

合　　計 60,024 100 

十日町市の水道利用状況
（平成23年４月１日現在）

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
を
支
え

る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
道
ひ
と
く
ち
メ
モ

６
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

６
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

６
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

第
53
回 

水
道
週
間

『
蛇
口
か
ら  

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の  

夢
・
未
来 

』

■問合せ
上下水道局
☎757-3115

　水利から離れた火災現場を想定した中継送水訓練を

実施します。　

■日時：６月12日㈰　午後１時～５時

■場所：十日町小学校グラウンド

■想定訓練内容

　　十日町小学校グラウンド付近の山林から出火、消防団は中継送水で消火にあたる。現場から水

利まで遠距離のため、小学校プールから自動車ポンプで積載車など小型ポンプに中継送水する放

水訓練です。

十日町市消防団　十日町方面隊
春季消防演習

　全国的に消防団員の数が減少しています。また、常備消防の技術・装

備が充実した現代では、消防団の存在価値自体が薄れてきています。

　しかし、東日本大震災での消防団の活躍は、全国民の賞賛を得ました。

残念ながら、殉職した人たちも大勢いましたが、これからの復旧・復興

に向けたマンパワーに期待するところが大きいと思われます。

　今回の春季消防演習を見てもらい、消防団活動に理解を深められ、消

防団の入団のきっかけになればと思います。

消防団員
募集

十日町市消防団長

富井　利明

イラスト：阿部正子女性消防団員

問合せ：十日町地域消防本部　☎757-0119
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事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで

その30



　第55回松之山探鳥会が美人林で開催され

ます。参加費は無料で当日参加もできます（小

雨決行）。早起きをして、美しい野鳥たちに

出会ってみませんか。

◆野鳥集会
　日　時：５月28日㈯　午後７時～９時

　会　場：松之山温泉センター「鷹の湯」

　内　容：講演「県内におけるブッポウソウ

　　　　　と野鳥の実態」と発表会（予定）

◆探鳥会
　日　時：５月29日㈰　午前４時30分～７時30分

　集　合：「森の学校」キョロロ駐車場

　探鳥地：美人林周辺・バードピア須山・松

　　　　　口地内探鳥コース

◆申込み・問合せ：

　「森の学校」

　キョロロ　

　☎595-8311

　 ５ 月13日 ㈮ か

ら15日 ㈰ ま で の

３日間、松之山自

然休養村センター

で、十日町市文化

財指定記念展覧会

雲
うん

谷
こく

等
とう

顔
がん

筆（六曲

一双）「群
ぐん

馬
ば

図屏風展」が開催されました。この屏風

絵は、昭和62年、松之山小学校校舎が竣工した時に、

当時の故松之山町長村山政光さんが小学校に寄贈。市

教育委員会は、市文化財保護審議会の答申を受けて、

屏風絵を市文化財に指定しました。

　等顔（1547年－1618年）は、桃山時代絵画史の中

で狩野永徳らと並び称された四大巨匠の一人で、この

屏風絵は、新作発見の重要文化財級の貴重な文化財で

す。期間中約200人が会場を訪れ、およそ400年前に

描かれた屏風絵を鑑賞していました。

十日町市文化財指定記念展覧会

群馬図屏風展開催

　
５
月
14
日
㈯
、
大
棟
山
美
術
博
物
館

で
「
坂
口
安
吾
ま
つ
り
in
松
之
山
」
が

開
催
さ
れ
、
各
地
の
安
吾
の
会
の
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
約
60
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
坂
口
安
吾
の
姉
が
松
之
山
の
「
村
山

家
」
に
嫁
ぎ
、
安
吾
自
身
も
松
之
山
に

滞
在
し
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
62
年
に
松
之
山
に
安
吾
碑

を
建
立
、「
安
吾
ま
つ
り
」
は
そ
の
翌

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
口
安
吾
ま
つ
り 

in 

松
之
山

　
よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
た
５
月
上

旬
、
野
口
水
ば
し
ょ
う
公
園
で
は
、
水
芭

蕉
の
花
が
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
水
芭
蕉

は
尾
瀬
な
ど
高
原
の
湿
地
が
有
名
で
、
低

地
で
の
群
生
は
珍
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

同
公
園
で
は
、
地
元
の
保
存
会
に
よ
り
保

全
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
１
日
㈰
に

は
、
恒
例
の
野
口
水
ば
し
ょ
う
祭
り
が
開

催
さ
れ
、
名
物
の
「
水
ば
し
ょ
う
汁
」
の

サ
ー
ビ
ス
や
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
春
の
一
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
花 

〜
今
年
も
水
芭
蕉
が
咲
き
ま
し
た
〜

　５月１日㈰、川西地域内を通る国道252号沿い

の清掃活動が行われました。

　この活動は、環境衛生推進協議会川西分会と川

西地域に勤務する市職員で長年行ってきた恒例の

活動です。作業は千手・上野・橘・仙田の４地区

に分かれて行いました。自動車に乗っていては気

がつかないようなごみも多く、タバコの吸い殻や

雑誌など多くのごみが回収されました。

　小雨が降るなかでの作業でしたが、ごみを拾い

終えた参加者の表情は晴れ晴れとしていました。

道路清掃で心もリフレッシュ

道路をきれいにすると、気持ちもきれいになります

雪解けを喜ぶように咲く水芭蕉

早く踊りたい気持ちを抑えての開講式

みんなで輪になって踊ります

　
５
月
６
日
㈮
、
川
西
公
民
館
で
レ
ク

ダ
ン
ス
教
室
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
レ
ク
ダ
ン
ス
と
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
略
で
、
音
楽
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
踊
る
ダ
ン
ス
の
こ
と
で

す
。
高
齢
者
事
業
の
一
つ
で
参
加
対
象

者
は
50
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
13
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

の
活
動
は
す
で
に
４
月
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
日
に
開

講
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、

は
じ
め
に
数
藤
公

民
館
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い

て
参
加
者
の
自
己

紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　
開
講
式
を
終
え

る
と
、
さ
っ
そ
く

体
を
動
か
し
ま

す
。
ま
ず
は
準
備
運
動
で
念
入
り
に
体

を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
ダ
ン
ス
が
始
ま
り
ま

し
た
。
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心
者
ま
で
皆
さ
ん
元

気
に
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
テ
ン
ポ
が
速
か
っ

た
り
、
振
り
付
け
を
覚
え
る
の
に
頭
も

使
う
が
、
無
理
を
し
な
い
で
楽
し
く
踊

り
た
い
」
と
い
っ
た
抱
負
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、

　
気
持
ち
良
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う

レ
ク
ダ
ン
ス
開
講
式

　
皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
踊
っ
て
健
康

づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◎
申
込
み
・
問
合
せ

：

川
西
公
民
館
　

　
☎
７
６
８

｜

２
３
０
８

松之山探鳥会に参加しょう！

　
館
内
で
は
、
松
之
山
朗
読
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
松
之
山
伝
説
「
杢も
く

坂ざ
か

由ゆ

来ら
い

」

の
朗
読
や
、
安
吾
の
長
男
で
写
真
家
の

坂
口
綱
男
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
・
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
ボ
イ
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
な
ど

に
出
演
し
、
活
躍
し
て
い
る
橘
由
貴
さ

ん
に
よ
る
語
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

緑
の
中
、
美
術
館
で
は
、
参
加
者
が
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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よ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

我
に
返
っ
た
お
ふ
じ
は
、「
こ

れ
が
昔
か
ら
伝
わ
る
仏
石
だ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

言
っ
て
石
を
拝
み
、
夢
中
で
石

を
削
り
ま
し
た
。
石
の
粉
を
持

ち
帰
っ
た
お
ふ
じ
は
、
早
速
水

に
と
い
て
父
親
に
飲
ま
せ
ま
し

た
。
す
る
と
、
病
が
少
し
ず
つ

軽
く
な
り
、
や
が
て
元
気
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
村
中
に
広
ま

り
、「
お
ふ
じ
の
親
孝
行
が
神

仏
に
通
じ
た
ん
だ
べ
」
と
、
み

ん
な
が
お
ふ
じ
を
ほ
め
た
た
え

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ぜ
ひ
と

も
嫁
に
ほ
し
い
と
い
う
話
が
毎

日
の
よ
う
に
舞
い
込
み
ま
し
た

が
、
お
ふ
じ
は
断
り
続
け
ま
し

た
。こ

う
し
て
、
お
ふ
じ
親
子
は

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
何
年
か
た
っ
た
あ
る
春
、

父
親
が
ま
た
病
に
倒
れ
ま
し

た
。
今
度
は
、
お
ふ
じ
の
看
病

も
仏
石
の
粉
も
効
か
ず
、
と
う

と
う
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

お
ふ
じ
は
何
日
も
泣
き
暮
ら

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
父
親

を
長
生
き
さ
せ
て
く
れ
た
仏
石

に
感
謝
す
る
た
め
、
藤
の
花
の

着
物
を
着
て
化
粧
し
、
お
礼
参

り
に
行
き
ま
し
た
。
お
ふ
じ
は

仏
石
の
前
に
立
ち
、「
仏
石
さ

ま
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
父
が
死
ん
で
、

お
ら
へ
え
こ
の
世
に
望
み
は
ね

ん
だ
ん
が
、
ど
う
ぞ
仏
石
さ
ま

の
お
嫁
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

お
参
り
し
ま
し
た
。

す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、

お
ふ
じ
の
姿
は
た
ち
ま
ち
花
い

っ
ぱ
い
の
藤
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
村
人
た
ち
は
こ
の
藤

を
「
お
ふ
じ
さ
ま
」
と
呼
ん
で

敬
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

〈
七
十
一
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
鉢
に
お
藤
と
い
う
美
し
い

娘
が
父
親
と
二
人
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
親
孝
行
の

娘
で
、
縁
談
が
降
る
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
が
、「
お
ら
が
嫁
に
行

っ
た
ら
、
お
父
が
一
人
に
な
っ

て
困
る
」
と
言
っ
て
断
り
続
け

て
い
ま
し
た
。

あ
る
年
、
父
親
が
病
に
か
か

り
ま
し
た
。
お
ふ
じ
は
寝
る
間

も
惜
し
ん
で
看
病
し
、
一
心
に

神
仏
に
快
復
を
祈
り
ま
し
た

が
、
父
親
の
病
は
重
く
な
る
ば

か
り
で
し
た
。
お
ふ
じ
は
古
老

か
ら
聞
い
た
薬
草
を
探
し
て
山

の
中
を
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。

す
る
と
あ
る
と
き
、
草
む
ら
に

不
思
議
な
形
を
し
た
石
が
あ
る

の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
お
ふ

じ
が
見
と
れ
て
い
る
と
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
、「
お
ふ
じ
、

そ
の
石
の
粉
を
父
親
に
与
え

～山内写真館の世界～

　
の
巻
　
　
　
　
　  

（
鉢
）

 

「
鉢
の
お
ふ
じ
」

十日町中学校　生徒会本部

第３回県下柔道大会 三船10段の神技披露
　● 撮影時期：昭和31年７月15日

　● 撮影場所：十日町中学校体育館

　「空気投げ」で有名な三船久蔵10段（写

真右）と、白石清一８段を迎え、一般・

高校生あわせて24チームが参加した十

日町柔道倶楽部主催の大会が盛大に開催

されました。試合後、投げや受けの型、

乱取りなど講道館柔道の神技が披露さ

れ、1,000人もの観衆を驚嘆させました。

●問合せ：情報館　☎750-5100

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

⑭

★問合せ　中里公民館　☎763-2493

　きららの番組の中で、メシエ31といった番号が

よく出てきます。たとえばメシエ31はアンドロメ

ダ大星雲、メシエ42はオリオン大星雲のことで、「メ

シエ」とは実はヒトの名前です。フランスの天文学

者シャルル・メシエは熱心に新しい彗星探しをして

いました。1730年生まれですから日本では徳川吉

宗、暴れん坊将軍の時代の人です。ところが彗星を

探しているうちに、夜空には見た目が彗星と紛らわ

しい天体があまりに多くて困ってしまいました。そ

こで、紛らわしい天体のリストを作りました。これ

がメシエカタログです。

　メシエ31というのはこのカタログの31番目に書

いてある天体という意味です。現在では、メシエ 

(Messier) の頭文字をとり、Ｍ31などと呼ばれます。

メシエが87才で亡くなったとき、カタログには103

個が登録されていました。その後、メシエの弟子に

よって７個が追加され110個となりました。ところ

がその中の３個がどうしても確認できませんでし

た。どうやら勘違いがあったようで、現在では107

個の天体が登録されています。ウルトラマン世代な

らウルトラマンの生まれ故郷がＭ78星雲であるこ

とはよくご存じでしょう。故郷かどうかは別として

Ｍ78はオリオン座に実在します。メシエ天体は現

在よりも旧式な望遠鏡で見つけた天体なので、アマ

チュア用の小型望

遠 鏡 で も 楽 し め

る、初心者向けの

比較的明るい天体

が多く含まれてい

るのが特徴です。

【６月の番組情報】：☆６月の星空（定期）☆「JAXA

と宇宙開発」（企画番組）

投影日：６月５日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰

投影時間：午前11時～（約40分間）

　生徒全員が13の専門委員会に所属してい

ます。今年のスローガンは「全力参加」。

　全員で生徒会活動に一生懸命取り組むこと

が大事だと思っています。全力参加を支える

ために、“委員会活動の連携強化”と“一人

ひとりが役割を持つ”の２本の柱を決めて、

活動の中からやりがいや達成感を感じて、よ

り一層生徒会に興味を持ってほしいとがん

ばって活動しています。

小
川
ま
ど
か
生
徒
会
長

─
─

一
人
ひ
と
り
の
が

ん
ば
り
が
生
徒
会
の
活
動
を
左
右
し
ま
す
。
み

ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
っ
て
、
活
動
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ら
い
と
き

も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
か
ら
「
楽
し
か
っ
た

よ
」「
良
い
企
画
だ
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
と

き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ま
だ
、
活
動
を

始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
ま
ず
本
部
役
員
に
信

頼
さ
れ
、
そ
し
て
、
全
校
生
徒
が
つ
い
て
き
て

く
れ
る
よ
う
な
生
徒
会
長
に
な
り
た
い
で
す
。

長
谷
川
信
之
先
生

─

当
た
り
前
の
活
動
を
確
実

に
で
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
企
画
を
通
し
て
成
長
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
活
動
の
趣
旨
や
目
標
を
忘
れ
ず
に
、
彼

ら
に
し
か
で
き
な
い
活
動
や
提
案
が
十
中
の
雰

囲
気
を
作
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
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発
十
日
町
市

キ
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発
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ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
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キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！

No.9

教
職
員
へ
の
小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
そ
の
一
）

■
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

その２

ギフチョウ

ライス十日町餃子 ◆作り方
①キャベツをゆでて水気を絞り、あらみじんに切る。

②人参・ニラ・エリンギ・えのき・長ネギ・にんにく・しょ

うがを全てみじん切りにする。

③ボウルに①②を入れ米粉をまぶす。

④ごはん、肉を加えよくこねたら、調味料（塩・しょうゆ・

ごま油）を加える。

⑤餃子の皮の端に水をつけ、ひだをつけながら④を包む。

⑥フライパンにサラダ油をひき、⑤を並べる。中火で焼き、

焦げ目がついたら大さじ１

のお湯を入れ蓋をする。

⑦中火で３～４分蒸し焼きに

する。

⑧蓋を開け水分をとばし、焼

き上げる。

◆材　料　（６個分）

・妻有ポーク（ミンチ）…30ｇ

・キャベツ…40ｇ　・人参…５ｇ

・ニラ…５ｇ　・エリンギ…５ｇ

・えのき…３ｇ

・ごはん（魚沼産コシヒカリ）…15ｇ

・長ネギ…２ｇ　・にんにく…２ｇ

・しょうが…２ｇ　・餃子の皮…６枚

・塩…少々　・ごま油…少々

・しょうゆ…小さじ１/２

・米粉…１ｇ　・サラダ油…小さじ１

・お湯…大さじ１

　平成22年度に「にいがた十日町市食の協議会」

で地元食材にこだわって開発した、新しい米料理の

メニューを紹介します。レシピは市観光協会のホー

ムページにも掲載しています。

　市観光協会では、観光客の皆さんから市内を周遊してもらい、滞在時間の延長や満足度

の向上を図るため、お得に観光を楽しめる周遊チケット「とおかまチケット」を発行する

予定です。

■期間：９月～ 24年３月（予定）

■概要

①観光施設などでとおかまチケットを配布

します。

②泊まる・体験する・食べる・お土産・温

泉のサービスを利用した場合にポイント

を贈呈します。※とおかまチケット利用

者への優待サービスも歓迎します

③一定数のポイントで応募すると、特産品

などのプレゼントが当たります。

■募集する事業者（市内限定）

　宿泊施設、体験施設、飲食店、お土産販売

店、日帰り入浴施設

■参加条件

　とおかまチケットを持参したサービス利用

者に自店スタンプを押印してもらいます。

■申込み・問合せ

　申込みを希望する場合は、６月10日㈮ま

でに連絡してください。

　㈳十日町市観光協会　☎757-3345

「と」っても「お」得に「か」んこう「ま」ちめぐり
「とおかまチケット」参加事業者の募集

●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

新

●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

新新
を食べようを食べよう
米を使ったレシピ集②

「
保
護
者
・
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
」

が
18
％
、
以
下
「
教
職
員
の
指
導
力
の

向
上
」、「
家
庭
学
習
の
充
実
」
と
続
き

ま
し
た
。

②
小
中
一
貫
教
育
へ
の
期
待

「
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
で

期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
」
の
問
い

に
は
、「
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
」
が
27
％
、「
小
・
中

学
校
教
職
員
の
連
携
や
協
力
」が
24
％
、

「
不
登
校
の
解
消
」
が
14
％
、以
下
「
学

力
の
向
上
」、「
教
職
員
の
意
識
改
革
」

と
続
き
ま
し
た
。

　
教
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
よ

う
に
、
当
市
の
教
育
的
な
課
題
を
解
決

す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
小
中
一
貫

教
育
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
「
学
び
」
と
「
育

ち
」
の
実
現
に
は
、
学
校
現
場
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
や
家
庭
の
関
わ
り
も
大

切
で
す
。
ま
ず
は
、「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
や
家
庭
学
習
な
ど
の
基
本

的
な
生
活
習
慣
が
子
ど
も
た
ち
に
身
に

つ
く
よ
う
に
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合

い
、い
っ
し
ょ
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
一
月
、

市
内
の
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
全
て

の
教
職
員
４
３
６
人
を
対
象
に
、
市
が

進
め
る
小
中
一
貫
教
育
に
関
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
学
校
現
場
で

子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
実
践
す
る
教
職

員
が
、
①
十
日
町
市
の
教
育
的
な
課
題

を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
、
②
そ
れ
ら

の
課
題
解
決
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

市
が
進
め
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
に
関

し
て
何
を
期
待
す
る
か
、
③
不
安
に
思

っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
④
そ
し
て
、

小
中
一
貫
教
育
を
実
践
し
て
学
校
現
場

で
実
現
し
た
い
こ
と
は
何
か
、
⑤
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
市
教
育
委
員
会
に

提
案
す
る
こ
と
は
何
か
、
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
今

後
３
回
に
分
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

①
教
育
的
な
課
題

「
十
日
町
市
の
教
育
的
な
課
題
は
何
だ

と
考
え
て
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、

「
学
力
の
向
上
」
を
選
ん
だ
人
が
全
体

の
26
％
、「
不
登
校
の
解
消
」
が
21
％
、

〜
春
の
女
神
ギ
フ
チ
ョ
ウ
〜

　
里
山
の
雑
木
林
の
雪
が
消
え
、
カ
タ

ク
リ
や
ス
ミ
レ
の
花
が
咲
く
頃
、
黒
と

黄
色
の
だ
ん
だ
ら
模
様
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ

が
舞
い
始
め
ま
す
。
体
温
を
上
げ
る
た

め
に
日
光
浴
を
す
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
、

枯
れ
草
に
溶
け
込
ん
で
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
太
陽
が
高
く
な
り
、
気

温
が
上
が
る
と
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
紫
色
や

ピ
ン
ク
の
花
を
訪
れ
て
蜜
を
吸
い
、
そ

の
美
し
い
姿
は
一
度
見
る
と
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
は
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ

フ
�
メ
ラ
ル
と
よ
ば
れ
る
、
春
の
は
か

な
い
短
命
な
チ
ョ
ウ
で
す
。
雪
国
で
は

雪
解
け
が
遅
れ
る
と
現
れ
る
時
季
も
遅

れ
ま
す
。
平
年
で
は
、
4
月
下
旬
か
ら

現
れ
、
1
か
月
ほ
ど
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
雪
解
け
と
と
も
に
標

高
の
高
い
と
こ
ろ
へ
と
出
現
が
移
り
、

標
高
６
０
０
ｍ
く
ら
い
に
な
る
と
6
月

い
っ
ぱ
い
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と
い
う
名
前
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
最
初
に
発
見
さ
れ
た
岐
阜

県
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
日
本
に
生
息
す
る
約
２
５
０
種
の

チ
ョ
ウ
の
う
ち
、
10
数
種
が
日
本
特
産

種
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
ギ

フ
チ
ョ
ウ
は
十
日
町
市
で
多
産
し
ま

す
。

　
雌
は
、
幼
虫
の
食
草
で
あ
る
カ
ン
ア

オ
イ
に
パ
ー
ル
グ
リ
ー
ン
色
の
卵
を
10

卵
前
後
ま
と
め
て
産
み
ま
す
。
ふ
化
し

た
幼
虫
は
カ
ン
ア
オ
イ
の
新
葉
を
食
べ

て
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
さ
な
ぎ

に
な
り
、
そ
の
ま
ま
冬
を
越
し
、
翌
春

再
び
成
虫
に
な
る
の
で
す
。

　
今
月
、
チ
ョ
ウ
の
愛
好
家
か
ら
、
20

年
近
く
か
け
て
採
集
さ
れ
た
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
標
本
約
２
２
０
０
頭
が
キ
ョ
ロ
ロ

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
学
術
的
に
も
価

値
の
あ
る
標
本
で
、
キ
ョ
ロ
ロ
の
宝
物

が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

■
問
合
せ
　
キ
ョ
ロ
ロ
　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１
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　５月12日㈭・13日㈮、イタリア・コモ市からハープ演奏者
でセルティック・ハープ・オーケストラディレクターのファビ
ウス コンステーブルさん（37歳）が十日町市を訪れました。
コンステーブルさんは東日本大震災で被災した人たちを慰問す
る目的で９日に来日。東京で寄付を募るコンサートを開催した
のち、福島県、宮城県、岩手県、青森県の避難所を巡る慰問コ
ンサート（24日まで）に先立ち、姉妹都市の十日町市を表敬
訪問したものです。コンステーブルさんは、市内滞在中に長野
県北部地震で被害のあった奴奈川小学校を訪問。奴奈川小学校
と浦田小学校の児童17人を前に、イタリアから持参してきた
電子ハープで、雨を表現した曲や古くから伝わる舞踊曲など４
曲を披露しました。また、川治小学校と十日町中学校も訪問。
川治小学校では、交流関係にあるコモ市のフランチェスコ・バ
ラッカ小学校の子どもたちから預かったイラストや手紙など
を、川治小児童に手渡しました。コンステーブルさんは、「今
回の震災は放射能の問題などイタリアでも大々的に報道されて
います。今回の訪問を通して、イタリア人が皆さんのことを心
配していると直接伝え、音楽で皆さんを勇気づけたい。また、
直接この目で日本を見ることで、日本が安全だということをイ
タリアの皆さんに伝えたい」と話していました。

姉妹都市のイタリア・コモ市からハープ奏者が十日町市を訪問しました

　

5
月
15
日
㈰
、
第
3
回
山
の
ご
っ
た
く

祭
が
下
条
神
明
水
辺
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
東
下
組
お
ん
な
し
ょ
の

会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
山
菜
販
売
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
内

で
は
、
下
条
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や

南
京
玉
す
だ
れ
の
披
露
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

が
余
興
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
代
表
の
水
落

静
子
さ
ん
は
、「
3
回
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
が
ん
ば
っ
て
継

続
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
：
金
子
又
市
さ
ん
、

根
津
明
義
さ
ん
）

第
3
回
山
の
ご
っ
た
く
祭

　５月９日㈪、十日町中学校を会場に、塩ノ又櫻花レスリング道場
開設20周年記念事業として、トーク講演会が開催されました。コー
ディネーターは元日本テレビの松永二三男さん。パネリストはオリ
ンピックメダリストの吉田沙保里さん、伊調馨さん、浜口京子さん。
まず３選手のプロフィールと秘蔵写真を紹介し、レスリングを始め
たきっかけ、特に中学生の頃レスリングとどう向き合ったかを話し
ました。26年間女子レスリングのコーチをしている木名瀬重夫さ
んの解説で実演をしながら、レスリングのルールやポイントの取り
方の説明があり、来年開催のロンドンオリンピックにはぜひテレビ
中継を見てほしいと話がありました。最後に生徒全員から一人ひと
りにエールが送られました。（市民リポーター：樋口道子さん）

櫻花レスリング道場開設20周年

　５月８日㈰、森の学校キョロロで記念イベントが開
催されました。記念イベントでは東京都在住のチョウ
愛好家から、市に2,200頭を超えるギフチョウ標本と
貴重なチョウの図鑑が寄贈され、市から愛好家に感謝
状が手渡されました。続いて「どくとるマンボウ昆虫
展」の関連イベントとして、語りべの伊藤しのぶさん
とチョウ研究家の新部公亮さんを招いて、どくとるマ
ンボウ昆虫記の語りと昆虫展の解説が行われました。
昆虫展は６月19日㈰まで開催しています。

どくとるマンボウ昆虫記刊行50周年イベント開催中

　５月８日㈰、市武道館相撲場で第27回わんぱく相撲十日町場所（㈳
十日町青年会議所主催）が行われました。今年は、市内の小学１年生
から６年生まで43人のわんぱく力士が出場。全員で準備体操をした
後、白熱した取組を繰り広げました。４年生以上の参加者から十日町
代表チームを選出し、６月19日㈰に新潟市南区で開催される県大会
へ出場します。優勝者は次のとおりです。（敬称略）▼１年生の部：
関真成（東小）▼２年生の部：登坂凌也（上野小）▼３年生の部：佐
藤豪（吉田小）▼４年生の部：滝澤海斗（十日町小）▼５年生の部：  
西川匠（東小）▼６年生の部：藤ノ木颯（東小）

わんぱく相撲十日町場所

　５月５日（子どもの日）、あじさい公園で観桜会が初めて開催
されました。桜を植えたのは公園の管理を行っている八箇地区振
興会の皆さん。15年前から四季折々の名所づくりにと植え始め、
今では70本の八重桜が育てられています。豪雪で開花が遅れた
ためか満開とはいきませんでしたが、地区民約30人が集まって
桜酒や山菜料理に舌鼓を打ちながら桜の花を楽しみました。年を
追うごとに見事になる淡いピンクの八重桜。新たな桜の名所とし
て、見ごろには花見客でにぎわうことになるでしょう。（市民リ
ポーター：風間栄光さん）

あじさい公園で初めての観桜会

　５月２日㈪、吉田小学校で全校児童74人と地域の人たちが参加
して、木挽きの体験授業が行われました。十日町の中山間地に残る
貴重な山仕事の伝統技術を、子どもたちに楽しく伝えたいという地
域おこし協力隊の吉田・松代地区のメンバーと吉田小学校との協同
企画で実現した特別授業です。指導には、秩父で木挽き体験を積極
的に実施している大工棟りょうの上林歳明さんをはじめ、首都圏の
学芸員の皆さん、のこぎりなどの専門家がボランティアで参加。ま
た、ゲストに建築家のカール ベンクスさんを迎えた、古民家の大
切さの話もありました。地元などから調達した丸太を大

お

鋸
が

で挽いて、
その感触や木の香り、木肌の色の違いなどに歓声をあげました。切
られた丸太は、今後、テーブルや椅子として校庭で活用されること
になっています。（市民リポーター：門脇洋子さん）

木挽きの体験授業が実現しました！

22市報とおかまち　平成23年5月25日号市報とおかまち　平成23年5月25日号23

TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）
へ気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。

TOWN TOPICS



公
営
住
宅
入
居
者
募
集

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ま
つ

り
２
０
１
１
参
加
者
募
集

回
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
参
加
費
＝
３
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）
※
６
月
18
日
の
講
演

会
は
無
料
●
定
員
＝
先
着
25
人
●

講
師
＝
県
立
博
物
館
主
任
研
究
員

渡
部
浩
二
さ
ん
ほ
か
●
会
場
・
申

込
み
＝
情
報
館
（
☎
７
５
０
―

５
１
０
０
）

●
募
集
期
間
＝
５
月
30
日
㈪
〜
６

月
10
日
㈮
※
入
居
資
格
な
ど
申
込

み
条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
☎

７
５
７
―
９
９
３
５
）

十
日
町
ユ
ー
モ
ア
ク
ラ
ブ

40
周
年
記
念
公
演

キ
ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
新
潟
２
０
１
１

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

●入館料：大人500円、小・中・高
　生300円（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高
　生300円
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

４日㈯　午後１時〜３時
トンボ調査（無料）

５日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰
午後１時〜２時30分里山の生き物探険

11日㈯　午後１時〜３時
ブナ林調査（無料）

18日㈯　午後１時30分〜５時
花ごよみ調査（無料）

25日㈯
午前４時30分〜７時30分　探鳥会（無料）
午後７時30分〜８時30分　ホタル観察会

 「森の学校」キョロロ
６月の里山体験プログラム

物　　　件 間取り 家賃（月） 戸数

十
日
町

谷内丑住宅
（世帯用）

昭和59年度建築
鉄筋コンクリート

３階建

６帖２室
4.5帖１室

DK

16,800円　
〜25,000円 １戸

大黒沢県営
住宅

（単身用）

昭和46年度建築
簡易耐火２階建

６帖１室
３帖１室

DK

9,300円　
〜12,800円 １戸

　
空
ク
ジ
な
し
の
お
楽
し
み
抽
選

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
●
日
時
＝
６
月
11
日
㈯
・
12

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●
会

場
・
問
合
せ
＝
カ
ネ
タ
ケ
建
設（
小

黒
沢
）（
☎
７
５
８
―
３
３
３
２
）

　
今
年
か
ら
発
掘
作
業
が
始
ま
る

笹
山
で
、
縄
文
を
楽
し
み
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
５
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
笹
山

遺
跡
広
場
（
笹
山
縄
文
館
前
）
●

ゲ
ス
ト
＝
苅
谷
俊
介
さ
ん
（
俳

優
）、田
口
ラ
ン
デ
ィ
さ
ん（
作
家
）

●
問
合
せ
＝
中
条
公
民
館
（
☎
７

５
２
―
２
７
４
８
）

　
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演

会
、健
康
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

送
迎
付
き
。
●
日
時
＝
６
月
12
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分
●

参
加
費
＝
１
、
０
０
０
円
（
昼
食

ほ
っ
と
10
周
年
フ
ェ
ア
ー

平
成
園
健
康
の
つ
ど
い

　
落
語
や
漫
談
・
手
品
・
歌
謡
曲

な
ど
、
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
満
載
の

公
演
で
す
。
●
日
時
＝
５
月
29
日

㈰
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
開
場

１
時
）
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
前

売
り
券
＝
１
、
０
０
０
円
（
２
人

入
場
可
）
●
出
演
＝
三
流
亭
楽
々

さ
ん（
落
語
）、天
野
耕
太
さ
ん（
曲

芸
）
ほ
か
●
問
合
せ
＝
熊
木
（
☎

７
５
７
―
８
４
３
１
）

「
北
越
志
研
究
会
」
の
参
加

者
募
集
と
公
開
講
演
会

●
日
時
＝
５
月
29
日
㈰
午
前
11
時

〜
※
大
雨
の
場
合
は
中
止
●
入
場

料
＝
一
般
５
０
０
円
（
入
館
料
込

み
）、
中
学
生
以
下
無
料
（
入
館

料
別
）
※
入
場
券
は
当
日
販
売
●

出
演
＝
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
オ
カ

リ
ー
ナ
）、
山
下
久
樹
さ
ん
（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、
オ
カ
リ
ー
ナ
・

＝
先
着
27
人
●
申
込
み
＝
６
月
１

日
㈬
ま
で
に
共
立
観
光
㈱
十
日
町

支
店
●
問
合
せ
＝
き
も
の
の
街
の

キ
ル
ト
実
行
委
員
会
（
市
観
光
協

会
内
☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）

第
14
回 

森
の
オ
カ
リ
ナ

コ
ン
サ
ー
ト

第
12
回

笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市

第
20
回 

十
日
町
市
芸
術
協
会

会
員
展
（
美
術
館
建
設
基
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
）

【
同
時
開
催
】
記
念
特
別
展
国
際

写
真
サ
ロ
ン
展
●
日
時
＝
６
月
11

日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30

分
・
12
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
８

時
30
分
・
13
日
㈪
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
・
14
日
㈫
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●

内
容
＝
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・

現
代
美
術
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真

●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
若

月
（
☎
０
９
０
―
７
４
２
８
―
０

５
５
８
）

と
し
て
い
る
人
は
除
く
●
参
加
費

＝
無
料（
材
料
な
ど
は
各
自
負
担
）

●
応
募
条
件
＝
①
コ
ン
テ
ナ
は
80

㎝
四
方
ま
で
②
水
や
り
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
③
展
示
期
間
中
の

破
損
な
ど
の
弁
償
は
し
ま
せ
ん
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
29
日
㈮

ま
で
に
吉
田
公
民
館
（
☎
７
５
２

―
２
８
７
４
）

　
２
１
０
年
前
に
旧
田
沢
村
（
中

里
）
に
滞
在
し
た
江
戸
の
博
物
学

者
・
亀
井
協
従
の
著
作
「
北
越
志
」

を
読
み
解
き
、
郷
土
の
文
化
や
民

俗
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
18
日
は
公
開
講
演
会
「『
北

越
志
』
成
立
の
背
景
と
意
義
」（
先

着
90
人
）
を
開
催
し
ま
す
。
●
日

時
＝
６
月
18
日
㈯
・
７
月
16
日
㈯
・

９
月
17
日
㈯
・
10
月
15
日
㈯
・
11

月
19
日
㈯
・
12
月
17
日
㈯
（
全
６

ぐ
ー
す
●
曲
目
＝
「
花
」「
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
」「
ふ
る
さ
と
」
ほ
か

●
会
場
・
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩

美
術
館（
☎
７
５
２
―
７
２
０
２
）

代
含
む
）
●
定
員
＝
先
着
60
人
●

申
込
み
・
会
場
・
問
合
せ
＝
６
月

３
日
㈮
ま
で
に
平
成
園
（
☎
７
５

８
―
３
９
２
４
）

　
祈
祷
し
て
も
ら
っ
た
だ
ん
ご
を

十
日
町
の
着
物
地
で
縫
っ
た
袋
に

入
れ
る
「
だ
ん
ご
お
ま
も
り
」
を

【
運
動
無
料
体
験
会
】
無
料
で
１

つ
の
教
室
を
受
講
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
期
間
＝
６
月
14
日
㈫
ま
で

●
対
象
＝
生
後
６
か
月
〜
大
人

【
施
設
休
館
の
お
知
ら
せ
】
●
期

間
＝
５
月
28
日
㈯
〜
６
月
１
日
㈬

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体

力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
８
―
３
３
４
３
）

「
だ
ん
ご
お
ま
も
り
」
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

作
り
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
に
送
り

ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
10
日
㈮
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
本

町
分
庁
舎
●
参
加
費
＝
無
料
●

問
合
せ
＝
樋
口
（
☎
０
９
０
―

７
２
０
０
―
３
７
０
０
）

松
代
観
音
祭
（
７
月
23
日
㈯
）

打
上
花
火
募
集

　
夜
空
に
あ
な
た
だ
け
の
花
を
咲

か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
20
日
㈪
ま

で
に
松
代
観
音
祭
実
行
委
員
会

（
☎
５
９
７
―
２
０
０
６
）

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

むし歯のないよい歯の子
４月の３歳児健診を受けた子37人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

服 部 雄
ゆう

真
ま

（本町１上） 諦円

根 津 美
み

優
ゆう

（八幡田町） 吉晴

山 田 諒
りょう

磨
ま

（諏訪町） 幸市

田 中 く る み（田中町本通り） 玲子

川 邊 陽
はる

生
き

（南新田町１） 善行

近 藤 優
ゆ

和
な

（南新田町３） 真智子

庭 野 優
ゆう

大
た

（上原） 浩之

斎 藤 怜
れ

央
お

（中条上町） 貴男

上 村 　 華
はな

（川治下町１） 大輔

藤 田 美
み

利
り

愛
あ

（妻有町東１） 美緖

五 十 嵐 大
たい

晴
せい

（高山３） 正直

千 原 一
いち

朗
ろう

（千歳町２・３） 祥一

福 崎 暁
あき

登
と

（田麦） 裕一

富 井 結
ゆ

菜
な

（馬場３） 秀樹

西 野 　 碧
あおい

（発電所通り西） 一巳

押 木 龍
りゅう

空
く

（南台） 丈

小 野 塚 葵
あおい

（上山） 宏

山 崎 　 光
ひかる

（上山） 喜久一郎

江 口 奏
か

音
のん

（干溝） 裕

斉 藤 彩
あや

音
ね

（通り山） 満

富 井 柚
ゆ

菜
な

（市之越） 純一

阿 部 結
ゆう

奈
な

（堀之内） 祐幸

池 田 結
ゆ

衣
い

（松代） 貴英

佐 藤 世
せい

明
めい

（松代） 政秀

山 本 宗
そう

一
いち

郎
ろう

（松代） 伸寿

　
手
作
り
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

で
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
場
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
６

月
12
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
は
吉
田

中
学
校
で
無
料
講
習
会
を
行
い
ま

す
（
参
加
者
限
定
）。
●
展
示
期

間
＝
９
月
４
日
㈰
〜
11
日
㈰
※
審

査
発
表
は
４
日
㈰
●
対
象
＝
個
人

や
家
族
、
団
体
な
ど
※
花
を
商
売

　
新
潟
県
最
大
級
の
キ
ル
ト
の
祭

典
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
６
月
25

日
㈯
午
前
９
時
十
日
町
駅
西
口
出

発
●
行
き
先
＝
朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新

潟
市
）
●
参
加
費
＝
４
、
２
０
０

円
（
交
通
費
・
入
場
料
）
●
定
員

　
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
大
変
さ
を

抱
え
て
い
る
若
者
の
保
護
者
の
会

で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
●

会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
無
料
●
専

任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
栗
田
い
ね
子

さ
ん
（
元
石
川
県
立
看
護
大
学
教

授
）
●
問
合
せ
＝
小
海
（
☎
０
９

０
―
３
８
０
０
―
９
５
５
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｈ
Ｊ

に
い
が
た
「
秋
桜
の
会
」

十
日
町
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
自
動
交
付
機
の
稼
働
に
伴
い
、

本
庁
舎
で
の
土
・
日
曜
日
に
実
施

し
て
い
る
住
民
票
な
ど
の
証
明
書

発
行
業
務
は
、
５
月
末
で
終
了
し

ま
す
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

市
民
年
金
係
（
☎
７
５
７
―
３
１

１
６
）

本
庁
舎
の
休
日
証
明
発
行
窓

口
は
５
月
末
で
終
了
し
ま
す

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
８
日
㈬
・

22
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

６
月
の
休
館
日

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

　
６
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮
は
、
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
で
す
。
電
波
の
良
好
な
利
用

問
合
せ
＝
〒
９
４
９
―
８
５
２
２

十
日
町
市
伊
達
甲
９
６
０
―
１
ス

リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
基
金
訓
練
係
（
十
日
町
ソ

フ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
☎
７
５
０
―

２
８
７
０
）　

５
月
の
納
税
・
納
付

　障がい者世帯に火災警報器設置購

入に必要な費用を給付しています。

■対象

　　療育手帳（重度）、または障が

い等級２級以上の身体障がい者手

帳の交付を受け、火災発生の感知

や避難が著しく困難な人。

■性能

　　室内の火災を煙や熱により感知

し、音または光を発し、屋外にも

警報ブザーなどで知らせるもの。

■限度額：15,500円

■問合せ：福祉課障がい福祉係　

　　　　　☎757-3782

６
月
１
日
㈬
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ

て
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁

護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
厳
守
で
す
。
●
人
権
擁
護

委
員
（
行
政
区
と
電
話
番
号
）
＝

▼
十
日
町
地
域

：

松
井
定
延
（
美

雪
町
３
☎
７
５
７
―
４
６
３
２
）、

大
嶋
紘
一
（
原
☎
７
５
５
―
２
０

７
７
）、
小
川
周
策
（
水
口
☎
７
５

５
―
２
７
０
９
）、
尾
身
静
榮
（
高

島
２
☎
７
５
７
―
６
９
７
１
）
▼

川
西
地
域

：

滋
野
豊
子
（
野
口
☎

７
６
８
―
２
６
２
６
）、
小
川
靖

夫
（
高
原
田
☎
７
６
８
―
３
４
２

１
）
▼
中
里
地
域

：

齋
藤
馨
爾
（
本

屋
敷
☎
７
６
３
―
２
１
６
６
）、
南

雲
カ
ツ
ミ
（
田
中
☎
７
６
３
―
２

３
７
０
）
▼
松
代
地
域

：

石
黒
良

泉
（
室
野
☎
５
９
８
―
２
０
０
３
）

▼
松
之
山
地
域

：

樋
口
京
子
（
中

尾
☎
５
９
６
―
２
１
０
７
）【
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
】
●
日
時
と

会
場
＝
▼
６
月
１
日
㈬
午
後
１
時

〜
３
時

：

十
日
町
合
同
庁
舎
、
中

条
公
民
館
▼
６
月
３
日
㈮
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

：

松
代
総
合
セ
ン

タ
ー
▼
６
月
６
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

：

松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
▼
６
月
８
日
㈬
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

：

中
里
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
６
月
９
日
㈭
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

：

橘
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
新

　
５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
第
２
期
及
び
介
護
保
険
料
第
２

十
日
町
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

　
６
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬
は
耳
鼻

咽
喉
科
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
病
院
経

営
課
（
☎
７
５
７
―
５
５
６
６
）

福祉課からの
お知らせ

パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

基
礎
演
習
科
受
講
生
募
集

　
厚
生
労
働
省
の
緊
急
人
材
育
成

支
援
事
業
基
金
訓
練
で
す
。
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
や
簿
記
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
C
A
D
、
w
e
b
な
ど
を

習
得
し
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
27

日
㈪
〜
12
月
９
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
10

分
〜
午
後
３
時
50
分
●
対
象
＝
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
込
み
を

し
、
受
講
を
勧
め
ら
れ
た
人
●
受

講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
１
２
、

０
０
０
円
程
度
が
別
途
必
要
）
●

定
員
＝
20
人
●
申
込
み
＝
６
月
３

日
㈮
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

受
講
申
込
書
の
交
付
を
受
け
、
返

信
用
封
筒
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
載
し
、
80
円
切
手
を
貼

付
し
て
申
込
書
と
と
も
に
問
合
せ

先
に
送
付
ま
た
は
持
参
●
会
場

・

　
振
込
日
は
６
月
10
日
㈮
で
す
。

●
子
ど
も
手
当
の
月
額
＝
中
学
校

修
了
前
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１

万
３
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
１
９
）

●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●
応
募
資

格
＝
満
20
歳
以
上
で
信
濃
川
・
魚

野
川
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
河

川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
人
で
、
河

川
か
ら
お
お
む
ね
５
㎞
以
内
に
住

ん
で
い
る
人
（
５
㎞
以
上
で
も
活

動
で
き
る
人
な
ら
可
）
●
業
務
内

容
＝
信
濃
川
・
魚
野
川
に
か
か
わ

る
河
川
愛
護
活
動
や
地
域
情
報
な

ど
を
報
告
（
月
１
回
の
定
期
報
告

と
随
時
報
告
）
※
報
告
は
公
開
す

る
場
合
あ
り
●
任
期
＝
７
月
１
日

〜
24
年
６
月
30
日
（
１
年
間
）
●

手
当
＝
月
額
４
、
５
８
０
円
●
応

募
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応

募
用
紙
希
望
」
と
記
入
し
送
付
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
９
日
㈭

ま
で
に
〒
９
４
０
―
０
０
９
８
長

岡
市
信
濃
１
―
５
―
30
信
濃
川
河

川
事
務
所
占
用
調
整
課
「
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係
（
☎
０
２

５
８
―
32
―
３
２
６
８
）

　
行
政
相
談
員
は
、
国
税
・
登
記

な
ど
の
国
の
業
務
、
独
立
行
政
法

人
や
特
殊
法
人
の
業
務
、
地
方
公

共
団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い

て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
問
合

せ
な
ど
を
受
け
ま
す
の
で
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
▼
十

日
町
地
域

：

富
井
一
男
、
柳
邦
男

▼
川
西
地
域

：

村
越
家
和
▼
中
里

地
域

：

上
原
昌
子
▼
松
代
・
松
之

山
地
域

：

小
野
塚
修
一
■
問
合
せ

＝
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
☎

７
５
７
―
３
１
１
６

行
政
相
談
員
を
委
嘱
し
ま
す

　
今
年
は
大
雪
や
震
災
の
影
響

で
、
山
の
様
子
が
違
う
場
所
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
慣
れ
た
場
所
で

の
山
菜
採
り
で
も
、
慎
重
な
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な

心
が
け
で
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
◇
行
き
先
を
家
族
に
言
う
◇

携
帯
電
話
を
持
ち
、
定
期
的
に
家

族
へ
連
絡
す
る
◇
短
時
間
で
も
軽

食
や
飲
み
物
を
持
っ
て
い
く
◇
無

理
な
行
動
は
し
な
い
◇
複
数
で

の
行
動
を
心
が
け
る
●
問
合
せ

＝
防
災
安
全
課
（
☎
７
５
７
―

３
１
９
７
）

山
菜
採
り
で
の
事
故
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
空
気
が
乾
燥
す
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
た
き
火
や
火
入
れ
が
延

焼
し
、
林
野
火
災
に
つ
な
が
る
危

険
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

よ
う
に
心
が
け
、
林
野
火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
◇
た
き
火
な
ど
行

う
場
合
、
完
全
に
消
火
す
る
ま
で

そ
の
場
を
離
れ
な
い
◇
強
風
時
や

乾
燥
時
に
は
た
き
火
、
火
入
れ
を

し
な
い
◇
枯
れ
草
な
ど
が
あ
り
、

林
野
火
災
に
注
意

延
焼
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は

た
き
火
を
し
な
い
※
野
焼
き
は
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
定
め
た
分
別
を
守
っ
て
処
理

し
ま
し
ょ
う
●
問
合
せ
＝
環
境
衛

生
課
（
☎
７
５
７
―
３
９
２
４
）

環
境
を
守
る
た
め
、
不
法
無
線
局

を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
▼
無
線
設
備
へ

の
混
信
・
妨
害
や
違
法
な
無
線
設

備
に
関
す
る
こ
と

：

監
視
調
査
課

（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
７

６
）
▼
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放

送
の
受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

：

受
信
障
害
対
策
官
（
☎
０
２
６
―

２
３
４
―
９
９
９
１
）

●
日
時
＝
６
月
４
日
㈯
午
前
７
時

30
分
〜
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
●
参
加
費
＝
４
、
０
０

０
円
（
プ
レ
ー
代
、
軽
食
代
込
み
）

●
定
員
＝
先
着
50
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
５
月
30
日
㈪
ま
で
に
、

参
加
費
を
添
え
て
サ
ン
パ
レ
ス
ナ

カ
ゴ
（
☎
７
６
８
―
４
４
１
９
）

第
７
回 

市
長
杯
フ
ァ
ミ
リ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
５
月

31
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●

問
合
せ
＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・

福
祉
課

潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
（
☎

７
５
２
―
２
５
７
５
）

２
月
〜
５
月
分
の
子
ど
も

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

十
日
町
駅
地
下
道
に
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す

　
６
月
は
、
中
条
中
学
校
区
の
児

童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７

―
５
０
１
１
）

情報館　６月のテーマ図書
「テレビのあゆみ」（地デジ移行の準備はで

きましたか？『よくわかる最新デジタル放

送の基本と仕組み』『池上彰のメディア・

リテラシー入門』などテレビに関する本）

「古代」（『古代世界四つの遺産』『ローマ人

の物語』など世界の古代文明に関する本）

「なんのおと？」（『じゃあじゃあびりびり』

『音のふしぎ百科』など身近な音に耳をか

たむける本）

「岡田淳を読む」（『二分間の冒険』『放課後

の時間割』などで知られる岡田淳さんの作

品を紹介。※５月21日㈯から展示してい

ます）

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

※テーマは一部変更したり追加したりする場合
　があります
■問合せ　情報館　☎750-5100

第
３
回

越
後
つ
ま
り
１
０
０
㎞

徒
歩
の
旅
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
４
泊
５
日
で
妻
有
地
域
内
１
０

０
㎞
を
歩
き
抜
く
小
学
生
の
歩
行

や
生
活
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
実
施
日
＝
８
月
６

日
㈯
〜
10
日
㈬
※
事
前
に
ス
タ
ッ

フ
会
議
な
ど
あ
り
●
対
象
者
＝
高

校
生
以
上
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

上
村
（
☎
０
９
０

｜

３
３
１
２

｜

０
４
０
３
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
の
人
事
異
動

で
川
西
地
域
の
広
報
担
当
と
な
り
ま
し

た
（
池
）
と
申
し
ま
す
。
小
さ
な
頃
か
ら

文
章
を
書
く
こ
と
が
大
の
苦
手
で
し
た
の

で
、
自
分
が
書
い
た
記
事
が
読
ま
れ
る
か

と
思
う
と
少
し
照
れ
く
さ
い
気
が
し
て
い

ま
す
。
出
身
は
川
西
地
域
外
で
す
。
川
西

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

取
材
は
い
つ
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
す
。
取

材
に
出
る
こ
と
は
地
域
を
知
る
良
い
機
会

と
考
え
て
、
地
域
を
回
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
っ
た
く
の
広
報
初
心
者
で
す
が
、

少
し
で
も
良
い
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
は
じ
め
ま
し
て
、
4
月
よ
り
事
務
支
援

員
と
し
て
十
日
町
市
役
所
に
勤
務
と
な
り

ま
し
た
（
佐
）
と
申
し
ま
す
。
広
報
担
当

と
い
う
こ
と
で
自
分
の
書
い
た
文
章
や

撮
っ
た
写
真
が
市
報
に
載
る
と
思
う
と
何

か
小
恥
ず
か
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
写

真
を
撮
れ
ば
普
段
使
い
慣
れ
な
い
大
き
な

カ
メ
ラ
の
重
み
で
被
写
体
の
頭
が
欠
け
た

り
、
記
事
を
書
け
ば
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
不
足

で
文
字
数
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
た
り
と
、
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
取
材
に
行
く
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
そ
の
時
は
生
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
と
幸
い
で
す
。
他

に
も
十
日
町
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
な
ど
の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
市
報
と
並
ん
で
見
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
で

す
。

(佐) (池)

●日　時　毎週火曜日　午前10時〜11時
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　11日㈯　午前10時〜11時
●会　場　下条公民館
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしたまてばこ
●日　時　９日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　18日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　18日㈯　午前10時〜11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　４日㈯・11日㈯・25日㈯　
　　　　　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児　
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　４日㈯・11日㈯・18日㈯・25日㈯　
　　　　　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽中里支所　　17日㈮　 

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

 おはなしひろば
●日　時　11日㈯　午前10時〜
●対　象　園児〜小学生
●会場・問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　毎週木曜日　午前10時〜11時 
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　
　ジョブカフェながおか（☎0258-38-6181）へ要予約
　３日㈮　午前10時〜午後３時 会場：本町分庁舎

●法律相談
　市民生活課市民年金係（☎757-3116）へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
●行政相談
　【十日町地域】10日㈮　午前10時〜正午
　　　　　　　  会場：本庁消費生活相談室・行政相談室
　【川 西 地 域】15日㈬　午後１時30分〜３時
　　　　　　　  会場：はあとふる川西

●定例年金相談
　９日㈭・23日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●多重債務相談
　産業振興課商工振興係（☎757-3740）へ要予約
　８日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費生活相談電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後４時　☎757-3740

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（川西庁舎内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●手話奉仕員窓口配置
　日時：13日㈪　午前11時〜午後３時
　配置場所・問合せ：福祉課　☎757-3782

●こころの健康相談
不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。
本人でも家族でも無料で相談できます。※要予約
●日　時　14日㈫　午後２時〜４時
●会　場　川西庁舎
●医　師　山下医師（山下メンタルクリニック）
●申込み・問合せ　健康支援課成人保健係 ☎757-9764

●臨床心理士こころの相談会
人間関係や家庭問題などで悩んでいませんか。
無料で相談できます。※要予約
●日　時　１日㈬　午後１時〜３時　
●会　場　十日町保健センター（市役所隣）
●申込み・問合せ　健康支援課成人保健係 ☎757-9764

●全血献血
皆さんのご協力をお願いします。
●期日・会場・受付時間
　28日㈫　中里総合センター　午前10時〜正午
　　　　　JA十日町本店　午後１時45分〜３時30分
●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

22日㈬
午後１時
　〜１時30分

23年２月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

23日㈭
午前９時
　〜９時30分

22年８月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

15日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年12月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

22日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年12月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

16日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年12月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください

●乳幼児健診

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 10日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 24日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）
受付時間　午前９時45分〜10時
　　　　　直接会場へおいでください
持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

期　日 会場 受付時間

６日㈪・20日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜11時30分

７日㈫ 川西庁舎 午前9時〜11時

９日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

17日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

20日㈪ 松代庁舎 午前9時〜11時

24日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

27日㈪
中里庁舎 午前9時〜11時30分

松之山庁舎 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

庭野医院 寿町４ 752-2711

津南病院 津南町 765-3161

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

小林内科医院 中町 752-7155

上村病院 田中 763-2111

本町クリニック 本町３ 750-1160

19日㈰

12日㈰

26日㈰

５日㈰

期　日 会場 受付時間

８日㈬ 千手中央コミュニティセンター 午前９時30分〜正午

９日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

子育て支援センター「にこにこ」 午前９時〜11時

10日㈮ 子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

28日㈫ 子育て支援センター「すくすく」 午前９時〜11時30分

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

●ちびっこひろば
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　「
地
方
に
こ
そ
人
材
は
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
で
早
稲
田
塾
を
開
講
す
る
こ

と
が
、
松
代
早
稲
田
交
流
を
進
め
て
き
た

中
で
必
要
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
早
稲
田
大
学
O
B
で
、
松
代
早
稲

田
協
力
会
の
木
戸
一
之
さ
ん
。
妻
の
幸
子

さ
ん
が
松
代
出
身
と
い
う
縁
で
、
早
稲
田

大
学
の
校
外
施
設
が
開
設
さ
れ
、
交
流
が

始
ま
っ
て
32
年
。
校
外
施
設
は
、
全
国
に

５
か
所
あ
り
ま
す
が
、
地
元
住
民
と
の
間

で
活
発
に
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
松
代
と
早
稲
田

大
学
の
交
流
は
幅
広
く
、
マ
ン
ド
リ
ン
楽

部
の
演
奏
会
に
始
ま
り
、
平
成
10
年
か
ら

は
学
生
に
よ
る
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
11
年
か
ら
は
松
代
小
学
生
に
よ
る
理

工
学
部
理
科
教
室
へ
の
参
加
、
17
年
か
ら

は
農
山
村
体
験
実
習
の
田
植
え
や
稲
刈
り

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
木
戸
さ
ん
は
、「
今
ま
で
の
交
流
で
欠

け
て
い
た
の
が
、
日
本
の
学
府
と
し
て
の

役
割
、
早
稲
田
の
�
知
�
で
す
。
こ
の
塾

は
時
流
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
純
粋

に
大
学
の
学
問
を
す
る
場
で
す
。
た
と
え

受
講
生
が
１
人
で
あ
っ
て
も
、
本
物
を
学

び
た
い
人
に
開
か
れ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。「
こ
の
塾
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域

に
何
か
新
し
い
展
望
が
開
け
れ
ば
、
本
当

の
意
味
で
早
稲
田
が
地
域
に
役
立
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

₃₈

松
代
を
文
化
発
祥
の
地
に

早
稲
田
松
代
塾

　

松
代
・
早
稲
田
大
学
交
流
30
周
年
を
機
に
始
め
ら
れ
た
早
稲
田
松
代
塾
。
早
稲
田
大
学

で
教
べ
ん
を
執
る
先
生
が
講
師
と
な
り
、
２
か
月
に
１
回
、
松
代
で
講
義
を
行
い
ま
す
。

３
期
目
と
な
る
今
年
の
講
義
は
既
に
４
月
か
ら
始
ま
り
、「
日
本
古
代
史
の
謎
に
迫
る
」

を
テ
ー
マ
に
年
６
回
の
授
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
木
戸
一
之
さ
ん

　
☎
０
４
５
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９
５
１

｜

１
６
９
８

　今年６回（全12講座）の講
義は、早稲田大学講師で史学博
士の松尾光さんが講師を務めま
す。４月24日は「仏教の導入
の背景には、大王家と蘇我家の
どんな思惑があるのか」などに
ついて、質の高い講義が午前・
午後にわたり行われました。

　塾の開講を提案した木戸一之さん（神
奈川県横浜市・71歳）。「松代地域の人
間性が魅力。この地で塾を開講すること
に意味があります」と話します。

　残雪による影響から会場を早稲田大学松代セミナーハウスから松代ふるさ
と会館に移しての講義には、定員の40人を超える約80人が集まりました。
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